平成２２年３月９日
平成２２年第１回奥多摩町議会定例会会議録

（連合審査会）

平成２２年３月９日　開会
平成２２年３月９日　閉会

西多摩郡奥多摩町議会事務局
平成２２年第１回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録

１．平成22年３月９日午前10時00分、第１回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。

２．出席委員は、次のとおりである。

　　第１番　師岡　伸公君　　第2番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君
第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君
第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君
第10番　澤本　　章君　　第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君

第13番　小林　　勤君　　第14番　島崎　利雄君
３．欠席議員は、次のとおりである。

なし

４．会議事件は、次のとおりである。

　　別紙本日の「議事日程表」のとおり

５．職務のため出席したものは、次のとおりである。

　　議会事務局長　田中　國雄君　　　　議会係長　浅見　隆久君

６．地方自治法第１２１条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　町　　　　長　　河村　文夫君　　　副   町   長　　村木　義雄君
　　教 　育 　長　　栃元　　誠君　　　企画財政課長　　加藤　一美君

企画財政課主幹　　若菜　伸一君　　　総務課長　　武内　新三君
住民課長　　浜野　武雄君　　　福祉保健課長　　大野　　尚君

　観光産業課長　　加藤　博士君　　　地域整備課長　　宮田　昭治君

　水道課長　　加藤　桂三君　　　教育課長　　井上　永一君
　病院事務長　　原島　　肇君
　　　　　　　

平成２２年第１回奥多摩町議会定例会
連　合　審　査　会　議　事　日　程
平成２２年　３月　９日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前１０時００分　開会・開議
	日程
	議案番号
	事　　　　件　　　　名
	結　果

	１
	―――
	議長開会・開議宣告
	―――

	２
	―――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第13号
	平成21年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）
	原案可決

	４
	議案第14号
	平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第４号）
	原案可決

	５
	議案第15号
	平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第３号）
	原案可決

	６
	議案第16号
	平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
	原案可決

	７
	議案第17号
	平成21年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算

（第２号）
	原案可決

	８
	議案第18号
	平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）
	原案可決

	９
	議案第19号
	平成21年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算
（第４号）
	原案可決

	10
	議案第20号
	平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）
	原案可決


	11
	議案第21号
	平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）
	原案可決

	12
	議案第22号
	平成21年度奥多摩町水道事業会計補正予算（第３号）
	原案可決


（午後３時35分閉会）
午前10時00分　開会・開議

○議長（澤本　　章君）　皆さん、おはようございます。
　これより連合審査会を開会、開議します。
　本日の出席委員は13名です。

　直ちに会議を開きます。
　初めに、日程第２　会期・日程の決定について、を議題とします。
　お諮りします。本審査会の会期及び日程については、いずれも本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期及び日程は本日１日限りと決定しました。
　本日の連合審査会は、お手元に配布してある日程表のとおり、３月５日の本会議第１日に付託された日程第３　議案第13号　平成21年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）、及び日程第４　議案第14号　平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第４号）、日程第５　議案第15号　平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第３号）、日程第６　議案第16号　平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、日程第７　議案第17号　平成21年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算（第２号）、日程第８　議案第18号　平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、日程第９　議案第19号　平成21年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第４号）、日程第10　議案第20号　平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第11　議案第21号　平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）、日程第12　議案第22号　平成21年度奥多摩町水道事業会計補正予算（第３号）、以上10件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に各課長にお願いします。説明は自席に着席したままで簡潔に行なっていただくようお願いします。
　初めに、議案第13号　平成21年度奥多摩町一般会計補正予算（第４号）について各課長から順次所管の説明をお願いします。住民課長。

○住民課長（浜野　武雄君）　一般会計補正予算の10ページをお開きください。

　歳入、款の１町税についてご説明いたします。
　町民税ですが、1,940万6,000円を減額し３億230万円とするものです。これは景気後退で企業の業績悪化や個人所得の減少によるものです。

　個人町民税を1,605万円減額し２億8,169万8,000円とするもので、現年課税分の収入見込額を減額するものです。

　法人町民税は現年課税分で335万6,000円減額となり2,060万2,000円と収入見込額とするものです。

　固定資産税全体では645万6,000円増額し５億4,293万6,000円とするものです。

純固定資産税は625万5,000円増額し３億6,917万5,000円とするものです。主な理由ですが、当初、評価変えに伴う地価下落と価格の経年減価を大きく見込みましたが、確定によるものです。また、償却資産の総務大臣配分の増によるものです。

国有資産等所在市町村交付金及び納付金は20万1,000円を増額し１億7,376万5,000円で、水道局分の増によるものです。

軽自動車税は現年課税分８万3,000円を減額し、滞納繰越分４万2,000円の増額で軽自動車税全体では４万1,000円の収入見込額の減額をするものでございます。

11ページをお開きください。

町たばこ税は207万2,000円の収入見込額の減により、2,501万1,000円を収入見込額とするものです。

鉱産税、入湯税についてもそれぞれ58万1,000円、26万8,000円の減額見込とするものでございます .

○企画財政課長（加藤　一美君）　次のページをご覧ください。
　地方譲与税のうち地方揮発油譲与税は５万7,000円を増額、自動車重量譲与税は136万1,000円を減額、地方道路譲与税は44万8,000円の増額で、それぞれ見込通知によるものです。

　13ページをお開きください。

　利子割交付金は87万2,000円の減額、次のページの配当割交付金は42万円の減額は、それぞれ見込通知によるものです。

　15ページをお開きください。

　株式等譲渡所得割交付金は５万4,000円の減額、次のページの地方消費税交付金は591万8,000円の減額は、それぞれ見込通知によるものです。

　17ページをお開きください。

　自動車取得税交付金は935万6,000円の減額、次のページの交通安全対策特別交付金は40万円の減額で、それぞれ見込通知によるものです。

○住民課長（浜野　武雄君）　19ページをお開きください。

　衛生費負担金28万8,000円を減額し318万5,000円とするものです。これは秋川衛生組合普通交付税配分金の確定によるものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次に、農林水産業費負担金でございますが、21年度に予定していたワサビ田災害復旧工事費が減額となったことに伴い、受益者負担金が149万4,000円減額となったものでございます。

　次のページの農林水産業使用料195万9,000円の減額につきましては、栃寄養魚池、峰谷養魚池、特産物加工体験施設、燻製施設使用料を減額や免除により、また、日帰り型農園使用料につきましては日帰り型利用者数の減によるものでございます。

　次に商工使用料でございますが、353万6,000円を減額するもので、21年３月末で丹縄亭からうさぎ庵が撤退したこと、氷川駐車場につきましては12月から２月の３か月間、無料開放を行ったこと、小丹波駐車場につきましては見込額の減によるものが主なものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　21ページをお開きください。

　土木使用料、住宅使用料２万7,000円の減につきましては、収入の見込によるものでございます。次の道路・河川使用料５万4,000円の増につきましては、新規占用の増と過年度分の収入によりまして増を見込んだものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に教育使用料でございますが、22万6,000円の増額につきましては、学校開放施設、社会体育施設、美術館、次のページの森林館使用料の実績及び見込額でございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　総務手数料42万2,000円の減額で352万6,000円となります。内訳ですが、戸籍手数料10万3,000円の減、証明手数料30万9,000円の減、閲覧手数料２万7,000円の増、自動車臨時運行許可手数料３万7,000円の減でございます。

　23ページをお開きください。

　衛生手数料、12万7,000円の増で1,601万2,000円でございます。内訳ですが、塵芥処理手数料13万7,000円の増、一般廃棄物許可手数料２万円増、犬の登録等手数料３万円の減でございます。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　24ページ、国庫支出金でございます。民生費国庫負担金の社会福祉費負担金のうち国民健康保険事業費は、保険基盤安定繰出負担金の保険者支援分が通知により58万2,000円の減、障害者自立支援事業費の障害者自立支援給付費等負担金が実績により482万9,000円の減、障害者自立支援医療給付費負担金が実績により59万9,000円の減額と見込んだものでございます。
次の児童福祉費負担金の児童手当費は、歳出78ページの新たに創設される子ども手当の円滑な実施を図るため、その準備のためのシステム改修費10分の10を見込むものでございます。

　次の民生費国庫補助金の社会福祉費補助金179万5,000円の減は、障害者地域生活支援事業補助金等が確定見込により減額し、障害者地域生活支援事業費９万2,000円を新たに見込むものでございます。

　25ページをお願いいたします。

　児童福祉費補助金46万9,000円の増は、平成21年６月補正で計上し承認いただきました、地域活性化・経済危機対策臨時交付金の確定に伴うものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に、衛生費国庫補助金59万2,000円の減につきましては、設置基数の減による額の確定によるものでございます。

　次の土木費国庫補助金6,646万2,000円の増は、歳出108ページでご説明いたしますが、地域活性化のための臨時交付金事業費で補助率10分の10でございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費国庫補助金でございますが、1,319万5,000円の増額となりますが、その内容でございますけれども、小学校費の184万3,000円の減額、中学校費の169万5,000円の減額は、いずれも安全・安心な学校づくり交付金の学校ＩＣＴ関連事業費にかかる事業実績に伴い減額するものでございます。

　次の26ページをお願いいたします。

　給食費補助金の1,673万3,000円の増額につきましては、業務部門別対策技術率先導入補助金につきましては、太陽光発電設備に対する補助金ですが、後ほどご説明いたしますが、太陽光発電設備に他の助成金の交付を受けることになったことから国庫補助金が減額、安全・安心な学校づくり交付金につきまして、給食センター建設事業費に係る補助基準の見直しによる再算定により1,916万円増額となるものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　次に、総務費委託金35万円増で291万1,000円でございます。その内訳ですが、戸籍住民基本台帳費ということで、外国人登録事務委託金9,000円、自衛官募集事務費2,000円の増で、これは確定によるものでございます。

○総務課長（武内　新三君）　次に選挙管理委員会費、国民投票システム開発委託金の増33万9,000円の計上でございます。平成22年５月18日から憲法改正国民投票法が施行されることに伴いまして、システム開発費の計上となります。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　27ページをお願いいたします。

　都支出金でございます。民生費都負担金の社会福祉費負担金1,104万6,000円の減は、主なものでは国民健康保険事業費で保険基盤安定繰出負担金の４割・６割保険税軽減分を実績による減、在宅心身障害者福祉手当負担金が実績による減と見込んだものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　28ページをお願いします。

　土木費都負担金5,000円の減につきましては、額の確定によるものでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の総務費都補助金は11万9,000円の増で、交付決定によるものです。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　次に、民生費都負担金は209万6,000円の増と見込んでございます。

　29ページをお願いいたします。

　社会福祉費負担金の主なものでは、高齢者緊急通報システム事業費が実績により22万円の増、高齢者火災安全システム事業費が実績により31万6,000円増額し、その他の各事業につきましては実績に基づき増減を見込んでございます。

　30ページをお願いいたします。

　児童福祉費補助金425万6,000円の増は、子育て推進交付金の実績見込により400万6,000円増額し、子ども家庭支援センター事業費も実績見込により25万円の増額を見込んでございます。

　次の衛生費都補助金の保健衛生費補助金19万9,000円の増は、主なものでは健康増進法保健事業費で医療保健政策包括補助事業補助金で見込んでいたものを、健康増進法等による健康増進事業費等に係る補助金として見込んだものでございます。その他の各事業につきましても実績に基づき増減を見込んでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　31ページをお願いいたします。

　環境衛生費補助金59万2,000円の減につきましては、設置基数の減によるもので、補助対象は１基設置した状況でございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次に、農林水産業費都補助金の1,783万4,000円の減額につきましては、平成19年９月の台風によるワサビ田の災害復旧が当初予算で予定していた面積より減少したことが主な理由でございます。

　なお、林業費補助金の51万7,000円の増額につきましては、補助金の確定によるものでございます。

　次のページの商工費都補助金の34万8,000円の減額につきましては、事業の確定に伴いまして減額するものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の土木費都補助金1,326万2,000円の減につきましては額の確定によるもので、歳出につきましては107ページで計上しております。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費都補助金でございますが、１万3,000円の増額につきましては教育総務費補助金、次のページの中学校費補助金の実績及び見込額でございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　次に、総務費委託金77万9,000円増にいたしまして3,023万7,000円でございます。内訳ですが、徴税費委託金112万4,000円の増については年金特徴開始に伴う事務費分でございます。その次の戸籍住民基本台帳委託金については、確定によるものでございます。

○総務課長（武内　新三君）　統計調査費委託金は34万3,000円を減額するもので、説明欄にあります各統計調査費の確定による減になります。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　34ページの民生費委託金の社会福祉費委託金11万7,000円の増は、心身障害者扶養共済事務費を見込んでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次に、商工費委託金の86万2,000円の減額につきましては、委託金額の確定に伴うものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費委託金でございますが、341万2,000円の減額となります。内容につきましては、教育総務費委託金につきましては実績及び見込額による減、社会教育費委託金につきましても水と緑のふれあい館の管理運営委託金が事業実績により減額になるものでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　36ページをご覧ください。

　財産貸付収入は８万1,000円の増で、小河内小学校の撮影場所の貸出しの増でございます。

　次の利子及び配当金は145万1,000円の減で、説明欄記載の基金利子でございます。

　37ページをご覧ください。

　不動産売払収入は306万1,000円の増で、栃久保分譲地１区画の売払収入です。

　次のページをご覧ください。
　一般寄付金129万5,000円の増、次の指定寄付金30万円の増は、それぞれ実績によるものです。

　39ページをご覧ください。

　繰入金のうち老人保健特別会計繰入金は65万8,000円の減、介護保険特別会計繰入金は58万1,000円の減、財政調整基金繰入金は4,000万円の減、次のページの公共施設整備基金繰入金は9,160万円の減で、財源調整を、事業費の減額に伴い調整を行なったものでございます。

　41ページをご覧ください。

　教育文化振興基金繰入金は240万円減、観光施設等整備基金繰入金は1,900万円の減で、財源調整と事業費の減額に伴う調整を行ったものでございます。

　43ページをご覧ください。

　諸収入のうち延滞金は10万円の減で見込によるものです。

　次の町預金利子は53万3,000円の減で、利子の減によるものです。

　次の花粉症発生源対策事業受託収入は9,000円の減で、事業費の確定によるものです。

　次の農作物有害鳥獣対策受託収入は27万2,000円の減で、事業費の確定によるものです。

　次の弁償金は1,000円の減で見込みによるものでございます。

　次のページの実費徴収金は222万9,000円の減で、説明欄記載のとおりでございます。

　45ページをご覧ください。

　過年度収入は８万6,000円の増で、過年度の国庫支出金等の増でございます。

　次の市町村振興宝くじ収益配分金は14万3,000円の減で、交付決定によるものです。

　次の雑入は334万円の増で、説明欄の上から６段目の給食管理費のグリーン電力基金助成金が主なものであります。

○教育課長（井上　永一君）　ただいまのグリーン電力基金助成金につきましてご説明いたします。
　この助成金は財団法人広域関東圏産業活性化センター、ＧＩＡＣと呼ばれておりますけれども、が自然エネルギーのさらなる普及拡大を図ることを目的としてグリーン電力基金から助成されるものです。
　助成の対象となるのは太陽光、風力、水力等の発電設備であること、設置主体が地方公共団体等の公益団体であること、発電される電力が公共性を有する施設で利用されること等となります。
　助成金の額につきましては、１ＫＷあたり20万円を乗じて算定した額で、上限が1,000万円となっておりますが、給食センターは20ＫＷの発電量でございますから400万円の助成金が受けられることとなります。

　グリーン電力基金は自然エネルギー普及のための応援基金で、ＣＯ2の排出抑制などを環境保全への貢献を希望される方を東京電力で募集し、その方から毎月、電気料金とあわせ月額１口あたり500円の寄付金を預かり、基金として基金を運営しているＧＩＡＣへ送金し管理をしております。今回、その基金から助成金という形で助成を受けるものでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次のページをご覧ください。
　家具転倒防止事業助成金は1,000円の減で、事業費の確定によるものでございます。

　以上で歳入の説明を終わります。
○議長（澤本　　章君）　総務課長。
○総務課長（武内　新三君）　次の47ページから歳出に入りますが、その前に人件費について総括的に説明をさせていただきます。補正予算書の142ページをお開きください。

　給与費明細書の特別職でございます。下段の比較の欄をご覧ください。
　長等の共済費8,000円の減は予算調整でございます。その他の欄の報酬286万7,000円の減は統計調査費他、報酬の減となります。

　次のページをお願いいたします。一般職になります。
　上から３行目の比較の欄ですが、給与費の職員手当は55万2,000円の減、一つ飛ばしまして共済費は1,408万7,000円の増、合計で1,353万5,000円の増となります。職員手当の減につきましては、所要見込額を調整したものでございます。共済費の増は退職手当特別負担金の増となります。職員手当の内訳につきましては説明を省略させていただきます。

　以上で給与費明細書の説明を終わります。
　補正予算書の47ページにお戻りください。

○事務局長（田中　國雄君）　それでは歳出の議会費でございます。議会事務局費の８万9,000円の減につきましては人件費分でございます。

　議会運営費につきましては、交際費を10万円増、委託料を10万円減したものでございます。

○総務課長（武内　新三君）　48ページをお願いいたします。

　総務管理費の一般管理費は1,209万7,000円を増額するもので、所要額の調整と共済費の退職手当組合特別負担金の増額となります。

　次のページをお願いいたします。
　職員研修費は22万円の減、次のページになります庁舎管理費は148万4,000円の減、文書管理費は3,000円の減、次のページをお願いします。広報費は62万6,000円の減で、いずれも不用額でございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の財政管理費は１万1,000円の減で食糧費の不用額でございます。

　次のページの財産管理費は225万円の減で、複写機のリース料の不用額と公共下水道への排水接続に伴う工事費の減に伴うものです。

　次の企画費は635万8,000円の増で、町内バス路線維持に係る町補助金が確定したものでございます。

　次の企画事業費は179万2,000円の減で、委員報酬と旅費の減と、次のページにあります水道一元化記念式典に伴う補助金の減額に伴うものでございます。

　53ページをご覧ください。

　地域交流事業費は65万1,000円の減で、中国淳安県訪日に伴う各種経費の不用額に伴うものでございます。

○総務課長（武内　新三君）　電子計算管理費は20万8,000円を減額するものでございますが、主なものは東京都と市町村を結ぶ専用回線の機器保守費用を、委託料から使用料及び賃借料に組み替えをしたものが主なものでございます。

　次のページをお願いいたします。
　電子計算開発費は482万7,000円を減額するもので、個人住民税を公的年金から特別徴収するためのシステム改修費等の調整をしたものでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の地域振興対策事業費は64万円の減で、身近なまちづくり推進事業に伴う不用額です。

　55ページをご覧ください。

　コミュニティ施設整備事業費は205万6,000円の減で、説明欄にあります地域集会施設の公共下水道への排水設備接続に要する工事費の減によるものでございます。

　次に、基金運用費の財政調整基金は50万7,000円の減、次の減債基金費７万9,000円の減は、それぞれ利子積立の減でございます。

　次の公共施設整備基金費は227万円の減で、説明欄にございます使用料の減によるものでございます。

○総務課長（武内　新三君）　56ページをお願いいたします。

　車両管理費は209万1,000円の減、交通安全対策費は２万5,000円の減、次のページになります交通安全施設等整備事業費は66万3,000円の減、防犯対策費は80万4,000円の減、防犯施設整備費は２万円の減、いずれも不用額でございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　58ページをご覧ください。

　税務総務費８万6,000円の減額については、手当等の減額見込みによるものでございます。

　賦課徴収費２万4,000円の減については、口座振替手数料の減によるものでございます。

　59ページをお開きください。

　戸籍住民基本台帳費７万5,000円の減については、旅費、需用費、使用料及び賃借料の減額見込みによるものでございます。

○総務課長（武内　新三君）　選挙管理委員会費は８万5,000円を減額するもので、次のページになります国民投票システム開発委託料を含め、予算の調整をしたものでございます。

　選挙啓発費は11万1,000円の減、次のページになります農業委員会委員選挙費は57万8,000円の減、指定統計費の国政調査費は１万2,000円の減、次のページになります工業統計調査費は２万3,000円の減、全国消費実態調査費は1,000円の減、世界農林業センサス調査費は19万4,000円の減、次のページになります経済センサス調査費は８万3,000円を減額するもので、不用額の整理及び予算調整をしたものでございます。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　64ページをお願いいたします。

　民生費になります。社会福祉総務費４万9,000円の増は、職員手当費等の超過勤務手当を見込み不用額を整理するものでございます。

　次の社会福祉委員費1,000円の減は、負担金・補助及び交付金の不用額を整理するものでございます。

　次の民生委員推薦会費は改選されませんでしたので減額するものでございます。
　65ページをお願いいたします。

　民生・児童委員協力員事業費４万5,000円の減は、旅費、需用費の不用額を整理するものでございます。

　次の行旅死亡人取扱費は財源組替でございます。
　次の社会福祉協議会補助事業費７万1,000円の増は、平成20年度事業の高齢者外出支援サービス事業の清算による東京都への返還金でございます。

　次の社会福祉基金５万1,000円の減は、利子積立を実績により見込んでございます。

　66ページの国民健康保険事業費893万8,000円の減は、一般会計から国保会計への繰出金でございますが、保健基盤繰出金851万2,000円、出産育児一時金繰出金22万7,000円、財政安定化支援繰出金19万9,000円を、それぞれ実績により減額を見込んでございます。

　次の成年後見制度事業費は申立てにかかる手数料を8,000円増やし、後見人等報酬等補助金の不用額を整理したものでございます。

　次の福祉サービス第三者評価事業費５万円の減は、認知症高齢者グループホーム「ハッピーメイク白寿」が介護保険法により外部の評価を終了したことにより、不用額を整理したものでございます。
　次の生活安定応援事業費は消耗品費の不用額を整理し、67ページの備品購入費でシュレッター購入のため新たに追加するものでございます。67ページの老人福祉費の老人保健事業費は、老人医療のレセプト点検等の委託料を実績により減額見込してございます。

　次の高齢者自立支援住宅改修給付事業費は、申請実績により237万2,000円を減額するものでございます。

　次のシルバー人材センター補助事業費は、シルバー人材センターからの申請実績により171万4,000円を減額するものでございます。

　次の老人クラブ運営事業費１万2,000円の減は、不用額を整理するものでございます。

　68ページの町単独老人福祉給付事業費は、不用額を整理するものでございます。

　次の高齢者外出支援サービス事業費105万1,000円の減は、役務費の不用額と備品購入費で当初見込んでいた車両のボディタイプをスーパーロングからロングに変更し、また、入札によるものでございます。

　次の高齢者福祉地域支援事業費は、紙おむつ給付を対象者の減に伴い43万6,000円を減額見込みしたものでございます。

　次の老人保健特別会計繰出事業費は、医療給付費の減額により一般会計繰出金を67万3,000円減額するものでございます。

　69ページをお願いします。

　高齢者緊急通報システム事業費80万5,000円の増は、主に台数の増により新規設置料36万9,000円の増、及び新規の設置を９台と見込んでいましたが、実績により18台分を見込んだものでございます。

　次の高齢者火災安全システム事業費28万9,000円の増は、台数の増により新規設置料15万9,000円の増、及び新規の設置を９台と見込んでいましたが、実績により13台分を見込んだものでございます。

　次の介護保険特別会計繰出金は、介護給付費の減により一般会計繰出金を21万5,000円減額見込したものでございます。

　79ページの介護予防ケアマネジメント事業費50万4,000円の減は、主に地域包括支援センター事業費で介護支援専門員等賃金を実績により見込んだものでございます。

　次の老人援護費は養護老人ホームの措置費ですが、実績により不用額を128万3,000円減と見込みました。

　次の高齢者在宅サービスセンター運営補助事業費2,000円の減は、役務費の不用額を整理するものでございます。

　71ページを願いいたします。

後期高齢者医療制度事業費867万4,000円の減は、負担金・補助及び交付金で葬祭費を63人分と見込んでいましたが、20人増の83人と見込み100万円を増額見込し、繰出金は主に療養費にかかる東京都広域連合への負担金により、一般会計繰出金を967万4,000円減額見込したものでございます。

次の心身障害者福祉費６万2,000円の減は、不用額を整理するものでございます。

次の重度心身障害者日帰り見学事業費は財源組替でございます。
72ページの在宅心身障害者福祉手当給付事業費は、扶助費を実績により不用額として367万3,000円減額見込したものでございます。

次の町単独在宅心身障害者福祉手当給付事業費は、扶助費を実績により不用額として78万5,000円減額見込みしてございます。

次の身体障害者酸素購入事業費は、該当者の見込みがないため減額するものでございます。
次の重度身体障害者（児）住宅設備改善等事業費３万2,000円の増は、平成20年度事業の障害者施策推進包括補助金の清算による東京都への返還金でございます。

次の障害者自立支援事業費は、報酬から73ページの使用料及び賃借料は不用額を整理し、負担金・補助及び交付金４万1,000円の増は障害者自立支援法施行に伴う新体系への移行に伴うコストの増加等に対応できるよう、移行した新体系事業所に新事業移行促進事業費（１施設）を１か月に限り補助し、また、新体系移行に伴う事務処理にかかる事務が定着するまでの間、事務職員を配置した場合に事務処理安定化支援事業費（２施設）を、１事業所につき１回限りの補助を見込んだものでございます。

74ページの扶助費842万8,000円の減額は、説明欄の事業をそれぞれ実績により見込んだものでございます。

次の償還金・利子及び割引料の４万9,000円の増は、平成20年度の東京都障害者（児）短期入所事業補助金の事業確定通知による補助金・返還金を見込んだものでございます。

次の障害者自立支援医療事業費107万3,000円の減は、更生医療給付費、人工透析１名分を実績見込により見込んだものでございます。

次の障害者地域生活支援事業費239万3,000円の減は、委託料と扶助費を実績により見込んでございます。

75ページをお願いいたします。

児童福祉費でございます。児童福祉費９万円の減は不用額を整理したものでございます。

次の地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業費は、交付金の確定に伴う財源組替でございます。
次のひとり親家庭ホームヘルプ事業費は該当者の見込みがないため減額し、76ページのひとり親家庭医療費助成事業費は医療費の見込みにより扶助費を10万8,000円増額するものでございます。

次の乳幼児医療助成事業費は、医療費の見込みにより扶助費を110万円減額するものでございます。

次の少子化対策事業費、負担金・補助及び交付金144万5,000円の減額は、それぞれ実績により見込んでございます。

77ページをお願いいたします。

乳幼児医療費町単独助成事業費は、医療費の見込みにより扶助費を23万5,000円減額するものでございます。

次の子ども医療費町単独助成事業費は、審査支払委託料の増と医療費の見込みにより扶助費増により12万3,000円増額するものでございます。

次の児童措置費の保育所措置費は、委託料で保育料の委託料を966万9,000円減額見込しておりますが、氷川保育園が実績により820万5,000円の減、古里保育園が実績により105万3,000円の増、管外保育園が実績により251万7,000円の減をそれぞれ見込んだものでございます。

78ページの児童手当費は委託料で児童手当システム改修委託料378万円を見込むもので、これは新たに創設される子ども手当の円滑な実施を図るため、その準備のためのシステム経費でございます。

扶助費は実績により88万円の減、次の児童育成手当費につきましても実績により扶助費を113万6,000円減額するものでございます。

次の放課後児童健全育成事業費は、不用額を整理するものでございます。
79ページをお願いいたします。

子ども家庭支援センター事業費は、報償費と需用費は不用額を整理し、委託料で相談員４名分と心理相談員２名分の委託料126万6,000円を増額するものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　次に国民年金費、国民年金総務費1,000円の減額については職員普通旅費の減でございます。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　80ページをお願いいたします。

　衛生費になります。保健衛生総務費の委託料で難病医療相談員委託料を実績により減額見込してございます。
　次の保健福祉センター管理費は、需用費の燃料費と光熱水費で支払実績見込による減、修繕費で栄養指導室の空調機器等の修繕による増、使用料及び賃借料で複写機使用料の増、備品購入費で消火器とＡＥＤのバッテリーパックを購入するため、追加したものでございます。
　81ページをお願いします。

　古里歯科診療所事業費は、備品購入費で診療室内のガス湯沸かし機器購入経費を見込んでございます。
○住民課長（浜野　武雄君）　犬の登録と予防接種事業費5,000円の減額については不用額でございます。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　次に、予防費の健康づくり推進事業費は９月議会で承認いただきました遠隔予防医療利用相談事業費の委託料で対応し支出するため、報償費で50万円を、需用費で同じく60万円をそれぞれ減額するもので、旅費５万9,000円は不用額を整理し、負担金・補助及び交付金は保健推進活動事業費を実績見込により100万円減額するものでございます。本年度はこれまでに14自治会で17事業、補助金総額が27万714円となっております。ウォーキングや健康に関する講習会・勉強会が主なものでございます。

　82ページの遠隔予防医療相談事業費は、役務費のコミュニティ用通信端末機通信費を実績見込により26万3,000円を減額するものでございます。

　次の定期予防接種事業費は、医師報酬と定期予防接種委託料で実績見込により147万5,000円を減額するものでございます。

　次の結核予防対策事業費は、結核検診委託料の受診者の増加により40万円を増額見込したものでございます。

　次の健康増進法保健事業費は、委託料の各種検診委託料を受診者見込減により44万円を減額見込したものでございます。

　83ページをお願いします。

　女性特有のがん検診委託料は、需用費の印刷製本費７万5,000円は不用額を整理し、委託料の子宮頸がん検診と乳がん検診の受診者見込減により50万円を減額見込したものでございます。

　次の骨粗しょう症予防対策事業費は、委託料の検診委託料を受診者の増加により９万円を増額見込してございます。
　次の母子保健事業費の３・４か月児健康診査・産婦健康診査事業費から84ページの母親学級事業費は、賃金等の不用額を整理したものでございます。

　次の乳幼児歯科相談・歯科検診事業費は財源組替でございます。
○住民課長（浜野　武雄君）　環境衛生費は全体で176万1,000円を減額し2,319万円とするものです。

　環境衛生総務費15万円1,000円を減額し1,599万9,000円とするものです。これは廃棄物減量等推進審議会委員報酬の減額７万2,000円及び消耗品費、次のページの不法投棄看板設置工事の不用額によるものでございます。

　85ページをお開きください。

　公害対策事業費11万5,000円を減額し30万2,000円とするものです。公害対策審議会委員報酬の減額とその他不用額によるものでございます。

　生活排水対策事業費149万5,000円を減額し688万9,000円とするものです。主な理由は、設置基数５基から２基見込みとする合併処理浄化槽補助金の減額によるものでございます。

　86ページをご覧ください。

　清掃費全体では1,070万円を増額し２億2,960万8,000円とするものでございます。

　清掃総務費の70万1,000円の増額はクリーンセンター職員の超過勤務手当、共済組合負担金の増額でございます。

　塵芥処理費でございますが、ごみ処理事業費1,032万8,000円を増額し1億1,283万4,000円とするものでございます。需用費は1,405万5,000円の増額とするものです。その内訳ですが、燃料費54万9,000円、光熱水費104万円が小売価格の低下の影響で減額の見込みです。修繕費は1,569万8,000円の増額となります。これは焼却炉本体の故障により緊急に修繕が必要になったためでございます。

　次の87ページの役務費７万円の増は、タイヤシャベル、フォークリフトの車検や保険料の増額でございます。

　委託料333万1,000円の減額は、全委託業務の契約金額の増減による不用額などを整理したためでございます。

　使用料及び賃借料15万3,000円の減額は、最終処分場重機使用料の減が主なものでございます。

　備品購入費７万1,000円の減額は不用額であります。

　負担金・補助及び交付金の24万2,000円の減は、廃品回収奨励金、コンポスター補助金の減によるものでございます。

　し尿処理費、し尿処理事業費は32万9,000円の減額で8,132万6,000円となります。主な理由としては、委託料の汲取ホース・ポンプ作業委託料の７万1,000円の減額見込みと、その他、し尿汲取関係補助金25万8,000円の減額見込みによるものでございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次の病院事業費は600万円の増で、病院会計への補助金の増でございます。

　89ページをご覧ください。

　水道事業費は1,020万円の減で、水道会計への補助金の減によるものでございます。

○議長（澤本　　章君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時10分から再開といたします。

午前10時55分　休憩

午前11時10分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　議案第13号の歳出、農林水産業費からご説明願います。観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　90ページをお開きください。

　農林水産業費の農業委員会費でございますが、人件費の他は不用額でございます。
　91ページをお願いいたします。

　農作物有害鳥獣対策事業費の40万7,000円の減額でございますが、シカの緊急捕獲料の確定とワサビ田防護ネット減少に伴う減が主なものでございます。

○水道課長（加藤　桂三君）　次に、簡易給水施設管理費ですが、賃金については不用額を整理するもので、需用費の光熱水費は電気料の増により３万8,000円を増額するもので、その他は不用額です。

　92ページの委託料ですが、水質検査委託料等の減により17万8,000円を減額するもので、工事請負費については不用額を整理するものです。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の農業振興総務費でございますが、負担金の減額に伴う減によるものでございます。
　次の農業振興費の農業振興総務費8,000円の減額、町農林業等振興事業費、次のページでございますが295万4,000円の減額、93ページの山村振興事業費41万5,000円の減額につきましては、不用額の整理をお願いするものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　94ページをお願いいたします。

　町単独土地改良事業費４万5,000円の減につきましては、額の確定によるものでございます。

　次の林業総務費4,000円の増につきましては、09の旅費、それから調整が主なものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　95ページをお開きください。

　林業振興費の林業振興総務費60万円の減額、林業構造改善事業費５万7,000円の減額につきましては、不用額を整理するものでございます。

　次の森林保全・活用総務費の124万2,000円の減額につきましては、保安員賃金見込額の減額によるものでございます。

　次のページの多摩の森林再生事業費の１万円の減額につきましては、不用額の整理でございます。
　次のシカ被害対策事業費の98万3,000円の減額につきましては、委託料の確定に伴うものでございます。

　次の花粉症発生源対策事業費につきましては財源組替でございます。
　次の森林地域環境整備事業費172万6,000円の減額につきましては、不用額の整理と今後見込まれる所要額の調整をお願いするものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　97ページをお願いいたします。

　林道治山費の林道維持管理費、14の使用料及び賃借料34万7,000円の増につきましては除雪車の賃料の増によるものでございます。

　次の98ページをお願いいたします。

　都補助林道開設事業費から都営事業負担金までは、それぞれ不用額でございます。
　99ページをお開きください。

○観光産業課長（加藤　博士君）　水産業費の水産業総務費でございますが、2,000円を減額するもので不用額でございます。

　次のページの商工費の消費者行政事業費３万円の減額及び小口事業資金融資事業費254万1,000円の減額につきましては、不用額の整理をお願いするものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次の若者住宅資金利子補給事業費20万円の減につきましては、額の確定を見込んだものでございます。

　101ページをお開きください。

○観光産業課長（加藤　博士君）　観光費の観光総務費９万3,000円の減額につきましては、人件費の他は不用額の整理によるものでございます。

　次の観光施設等整備基金費333万9,000円の減額でございますが、利子の確定と丹縄亭からのうさぎ庵の撤退に伴う使用料の減額によるものでございます。

○住民課長（浜野　武雄君）　102ページをご覧ください。

　出生記念樹木配布事業費1,000円の減額については、不用額でございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の花の里づくり事業費175万7,000円の減額及び日照確保対策事業費の31万5,000円の減額につきましては、不用額の整理によるものでございます。

　103ページをお願いいたします。

　観光施設維持管理費の159万2,000円の減額につきましては、不用額の整理によるものでございます。

　次のページの観光施設整備事業費123万4,000円の減額につきましては、委託料及び工事費の確定に伴うものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　105ページをお開きください。

　款８の土木費になります。
　土木総務費の11の需用費の消耗品費の増は、凍結防止剤の購入のためでございます。また、13の委託料51万5,000円の減につきましては契約金額の額の確定によるもので、その他は不用額でございます。

　次の106ページをお願いします。

　登記事務費23万円の増につきましては、未登記路線の測量委託の増が主なものでございます。

　次に、地籍調査事業費40万5,000円の減につきましては、委託料の不用額が主なものでございます。

　107ページをお開きください。

　道路維持費27万6,000円の増は、除雪車の賃借料の増によるものでございます。

　次に、都補助道路新設改良事業費、13委託料の16万3,000円の減及び15工事請負費218万5,000円の減は、それぞれ額の確定による減でございます。17の公有財産購入費1,434万円の減は大丹波八桑線、川井松葉穴沢線の用地交渉に時間がかかり、年度内に買収が見込めなかったためでございます。次の22の補償・補填及び賠償金1,209万3,000円の減も、用地と同じ交渉に時間がかかったためで、来年度は補償の見込みが立ったためでございます。なお、新年度につきましては契約できる方向で現在、調整を進めております。

　次の108ページをお願いします。

　町単独道路新設改良事業費７万5,000円の減につきましては、額の確定によるものでございます。

　次に、地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業費7,000万円で13の委託料200万円につきましては、雲仙橋の実施設計委託料です。15の工事請負費6,800万円につきましては、雲仙橋の改良工事及び大丹波地内、境地内の落石防止工事を計上しております。

　次に、橋梁維持費から次のページまで不用額でございます。
　109ページをお開きください。

　住宅費の住宅建設事業費の13委託料の51万5,000円の増は、栃久保分譲地内の分譲業務委託料の増が主なもので、現在２区画が残っている状況でございます。

　次に、15の工事請負費410万円の減につきましては、海沢に建設している若者定住化住宅建設工事で、額の確定による不用額でございます。

○企画財政課長（加藤　一美君）　次のページをご覧ください。
　下水道事業特別会計繰出事業費は2,827万円の減で、下水道特別会計への繰出金の減によるものでございます。

○総務課長（武内　新三君）　111ページをお願いいたします。

　款09消防費の常備消防費は1,000円の減、非常備消防総務費は４万9,000円を減額するもので、不用額でございます。

　消防団費は41万8,000円を減額するもので、不用額の整理及び調整をしたものでございます。

　次のページになります。
　消防施設維持管理費は168万4,000円を減額するもので、次のページになります、15工事請負費の消防詰所（１－１）小丹波地区になりますけれども、下水道への接続を22年度で行なうため関連予算を減額したものでございます。

　町単独消防施設整備事業費は78万2,000円の減、防災費は178万円を減額するもので、不用額の整理をしたものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　115ページをお願いします。

　款10教育費でございます。

　教育委員会費６万9,000円の減額につきましては、不用額でございます。

　次に、事務局費19万8,000円の増額につきましては、人件費及び不用額でございます。

　次のページをお願いします。
　教育文化振興基金費につきましては、基金利子積立及び寄付金積立の減でございます。
　次に、教育指導費の461万6,000円の減額につきましては、賃金では児童・生徒の介助員賃金の減額、特別支援補助員賃金の増額はそれぞれ実績によるもの、次のページをお願いいたします。使用料及び賃借料は教育用パソコンのリース更新を予定しておりましたが、ＩＣＴ関連予算で購入することにより、購入までの期間、再リースとなったことによる減額の他、不用額でございます。

　教員研修事業費の22万8,000円の減額につきましては、実績によるものです。

　118ページをお願いします。

　私立幼稚園等保護者負担軽減事業費の12万円の減額、次の小学校管理費の17万9,000円及び古里小学校管理費の47万5,000円の減額につきましては、それぞれ不用額でございます。

　119ページをお願いします。

　氷川小学校管理費37万3,000円の減額につきましては、燃料費の減額及び不用額でございます。

　次に、小学校教育振興費42万1,000円の減額につきましては、報償費につきましては理科支援員等謝礼等を実績により減額、その他は不用額でございます。

　120ページをお願いします。

　準要保護等児童就学援助事業費及び準要保護等児童給食費補助事業費につきましては、不用額でございます。
　古里小学校教育振興事業費の９万4,000円の減額につきましては、消耗品費は強化指導用消耗品購入のため５万3,000円増額しておりますが、次のページをお願いいたします。その他は不用額でございます。

　次の氷川小学校教育振興事業費の６万8,000円の増額につきましては、消耗品費の強化指導用消耗品購入によるものでございます。

　次に、小学校建設事業費の850万円の減額ですが、不用額となっておりますが、古里小学校下水道接続の工事が22年度施工となったことによる減額でございます。

　次の中学校管理費の37万3,000円の減額につきましては、不用額でございます。

　122ページの古里中学校管理費の68万5,000円の減額につきましては、燃料費、光熱水費の減額を始め不用額でございます。

　123ページをお願いします。

　氷川中学校管理費の53万6,000円の減額につきましては、燃料費、光熱水費の減額が主なものでございます。

　次に中学校教育振興費、124ページの各事業につきましては不用額でございます。

　125ページをお願いします。

　氷川中学校教育振興事業費の31万7,000円の減額は、不用額でございます。

　次の中学校建設事業費の190万円の増額ですが、氷川中学校の生徒通学用の昇降口に通じる階段が雨天時に滑りやすく危険なため、改修するための費用を計上させていただいております。

　次の給食管理費の2,219万3,000円の減額につきましては、126ページにございますが、需用費が燃料費の減額により、委託料が給食業務委託職員の減員より、次の127ページをお願いします。工事請負費は学校給食センター建設事業費の契約差金等により減額となったことによるものが主な内容でございます。

　次に社会教育費でございます。
　社会教育総務費の123万4,000円の減額につきましては、人件費及び次のページをご覧ください。寸庭陶芸庫排水設備等接続工事費が減額となることが主な理由でございます。

　教育文化振興事業費の121万1,000円の減額につきましては、不用額でございます。

　129ページをお願いします。

　文化会館管理費の224万3,000円の減額につきましても、不用額が主なものでございます。なお、工事請負費は文化会館下水道接続工事が減額となっております。

　次の青少年対策事業費の26万6,000円の減額、130ページの文化財保護事業費の32万5,000円の減額につきましては、不用額でございます。

　131ページをお願いします。

　水と緑のふれあい館運営事業費279万9,000円の減額ですが、需用費が光熱水費及び修繕費の減額、次のページの委託料が館内案内業務等委託料の増額、負担金・補助及び交付金のイベント負担金の減額によるものが主な内容でございます。

　次の図書館費でございますが、２万3,000円の減額につきましては不用額でございます。

　133ページをお願いします。

　美術館事業費でございますが、75万4,000円の減額となりますが、不用額の整理でございます。

　134ページをお願いします。

　森林館事業費の20万8,000円の減額、次の保健体育総務費の18万3,000円の減額につきましても不用額でございます。

　135ページをお願いします。

　学校開放事業費の18万3,000円の減額につきましても不用額でございます。

　次に、社会体育施設維持管理費の８万6,000円の減額につきましては、136ページにございます光熱水費の電気料が増額となっている他は不用額でございます。

　総合運動場維持管理費の２万円の増額につきましては、管理用消耗品購入による消耗品費の増額によるものでございます。
○観光産業課長（加藤　博士君）　137ページをお願いいたします。

　款11災害復旧費でございます。

　都補助農業用施設災害復旧事業費の2,441万4,000円の減額につきましては、歳入でもご説明しましたように、平成19年９月の台風によるワサビ田の災害復旧が終了したことに伴い、工事費等が確定したことによるものでございます。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　次に、町単独林業施設災害復旧事業費の1,350万7,000円の減額につきましては額の確定によるもので、それぞれ不用額でございます。

　次のページの公共土木施設災害復旧費30万円の減につきましても、事業がなかったための減でございます。

　139ページをお願いいたします。

○企画財政課長（加藤　一美君）　公債費の長期債元金償還費は補正額はございませんが、町営住宅の使用料収入が２万7,000円減となりましたので、一般財源を充当するため財源組替を行なったものでございます。

　次のページをご覧ください。
　土地開発基金費は３万3,000円の減で、土地開発基金の利子の減額によるものです。

　最後の141ページをご覧ください。

　予備費は35万8,000円の増で、財源調整でございます。

　以上で一般会計補正予算の説明を終わります。
○議長（澤本　　章君）　以上で議案第13号の説明は終わりました。

　次に、議案第14号及び議案第15号については所管課が同一ですので、一括して説明を求めます。観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　議案第14号　平成21年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第４号）につきましてご説明いたします。

　今回の補正につきましては、使用料の減額に伴う最終的な事業執行の見通しを勘案して補正をお願いするものでございます。
　５ページをお開き願います。
　歳入でございますが、森の家使用料を90万円減額し404万円とするものでございます。減額の主な要因でございますが、主催イベント参加者の減少と団体利用者数の減少によるものでございます。

　次のページをお願いいたします。
　歳出でございます。
　各事業項目の財源補正をお願いするもので、一般管理費につきましては賃金の支払見込みにより40万円を減額するものでございます。

　次に、事業費の50万円の減額でございますが、今後の事業執行を見込み減額するものでございます。

　以上で議案第14号の説明を終わらせていただきます。

　続きまして、議案第15号　平成21年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第３号）につきまして、ご説明いたします。

　今回の補正につきましては、歳入の増額に伴う最終的な事業執行の見通しを勘案して補正をお願いするものでございます。
　５ページをお開き願います。
　歳入でございますが、野営場使用料110万円の減額につきましては、11月中旬から３月中旬までの４か月間、ケビンの改修工事により８人用２棟と４人用４室が使用できないことによるものでございます。

　次のページをお願いいたします。
　諸収入の雑入でございますが、126万3,000円の増額につきましては、レストランの経営者変更に伴いキャンプ場サービスセンター内にある売店を町直営で運営することになったため、増額するものでございます。

　７ページをお願いいたします。
　歳出の利用管理費の16万3,000円の増額でございますが、今後の事業執行を見込み増減調整するものでございます。特に11需用費の光熱水費130万円が減額になっておりますが、これは山のふるさと村に風力発電と太陽光発電を都の方で設置した関係が大きな影響が出ていると思われます。

　以上で議案第15号の説明を終わらせていただきます。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第14号及び議案第15号の説明は終わりました。

　次に、議案第16号、議案第17号、議案第18号及び議案第19号、以上の４件については関連がありますので一括して説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（大野　　尚君）　初めに、議案第16号　平成21年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）についてご説明いたします。

　６ページをお願いいたします。歳入でございます。
　国民健康保険税は430万2,000円を減額し１億583万9,000円とするものでございます。主なものとして、一般被保険者の医療給付費現年分が加入者の所得状況等により減額を見込んだものでございます。

　８ページをお願いいたします。
　国庫支出金の国庫負担金は、203万2,000円を減額し１億606万7,000円とするものでございます。主なものでは療養給付費等負担金の説明欄、現年度分の一般被保険者療養給付費が実績により138万1,000円の減、一般被保険者高額療養費が実績により758万2,000円の増、後期高齢者支援金が実績により180万2,000円の減、老人保健医療費拠出金が実績により93万4,000円の増と、それぞれ見込んでおります。

　次の高額医療費共同事業負担金は351万9,000円を減額し352万7,000円とするものですが、国の負担分４分の１を見込んでいますが、拠出金の見込み減によるものでございます。

　次の特定健康診査等負担金は６万9,000円減額し102万8,000円とするものでございますが、特定検診並びに特定保健指導の国負担分を実績見込による減、及び前年度の負担金確定に伴う追加交付金分を見込むものでございます。

　９ページをお願いいたします。
　国庫補助金は129万9,000円を減額し3,143万2,000円とするものでございますが、主なものでは調整交付金の説明欄で一般被保険者療養給付費が実績により1,411万円の減、後期高齢者支援金が実績により885万3,000円の増、介護納付金が実績により306万6,000円の増と見込んだものでございます。

　10ページをお願いします。

　療養給付費交付金は356万8,000円を増額し5,596万4,000円とするものですが、現年度分の退職被保険者等療養給付費を実績により見込増と見込んだものでございます。

　11ページをお願いいたします。

　前期高齢者交付金は5,366万1,000円を増額し２億7,905万1,000円とするものでございますが、社会保険診療報酬支払基金の決定通知により増額を見込んだものでございます。

　12ページの都支出金の都補助金は1,098万9,000円減額し4,099万7,000円とするもので、都補助金の一般被保険者療養給付費が実績により340万6,000円の減、財政調整交付金の一般被保険者療養給付費が実績により758万3,000円の減額と見込んだものでございます。

　次の都負担金の高額医療費共同事業負担金は、351万9,000円を減額し352万7,000円とするものでございますが、都の負担分４分の１を見込んでいますが、拠出金の見込み減によるものでございます。

　次の特定健康診査等負担金は実績見込により６万9,000円を減額するものでございます。

　13ページをお願いいたします。

　共同事業交付金は国保連の交付決定通知により高額医療費共同事業交付金が60万5,000円の減、保険財政共同安定化事業交付金が4,571万6,000円の減と見込んでございます。

　14ページの繰入金の一般会計繰入金は、保険税現年分の保険基盤安定繰入金が規定　　による繰入金確定により731万4,000円の減、保険者支援分が同じく規定による繰入金確定により119万8,000円の減、出産育児一時金繰入金が実績見込みにより22万7,000円の減、財政安定化支援事業繰入金が規定に基づく算定により19万9,000円の減と、それぞれ見込んでいます。保険基盤安定繰入金の大幅な減は、長寿医療制度の創設に伴い、国保被保険者数が減少したことによるものでございます。

　15ページをお願いいたします。

　諸収入は預金利子の増額を見込んだものでございます。
　16ページをお願いします。歳出になります。

　総務費の一般管理費は、システム改修分が国調整交付金の対象となると見込んだことによる財源組替でございます。
　17ページをお願いします。

　保険給付費の療養諸費を202万2,000円増額し、総額を４億6,880万円とするものでございます。

　一般被保険者療養給付費を182万2,000円の増、一般被保険者療養費を35万円の増、退職被保険者等療養費を15万円の減と、それぞれ実績により見込んだものでございます。

　18ページの高額療養費は一般被保険者高額療養費を実績により171万円の増、次の退職被保険者等高額療養費を実績により200万円の減とそれぞれ見込み、総額を6,638万1,000円とするものでございます。

　次の移送費７万8,000円の減は、対象者数の見込み減により一般被保険者移送費を、19ページ上段の退職被保険者移送費の減額を見込んだものでございます。

　19ページの出産育児一時金は、出産育児一時金を当初６名分見込んでいましたが、実績で３名、今後の見込みを２名と見込み、１名分の42万円を減額見込したものでございます。

　次の結核・精神医療給付金は、実績及び今後の見込により７万円を減額見込したものでございます。
　20ページの後期高齢者支援金は、社会保険診療報酬支払基金の決定通知により13万9,000円の増と見込み、総額を8,408万3,000円とするものでございます。

　21ページをお願いいたします。

　前期高齢者支援金等は、社会保険診療報酬支払基金通知により２万9,000円減と見込み、総額を24万円とするものでございます。

　22ページをお願いします。

　老人保健医療費拠出金は、社会保険診療報酬支払基金通知により13万4,000円減と見込み242万4,000円とするものでございます。

　23ページをお願いします。

　介護納付金は、社会保険診療報酬支払基金通知により10万9,000円の減額と見込み、総額を3,331万8,000円とするものでございます。

　24ページの共同事業拠出金は、高額医療共同事業拠出金を1,300万円減、次の保険財政共同安定化事業拠出金を2,393万5,000円の減と、それぞれ国保連からの拠出金額確定通知により見込みました。

　25ページをお願いします。

　特定健康診査等事業費の委託料の特定健康診査委託料130万円の減は、当初40歳から74歳の方、1,522人を対象に健康診査見込み数を４割にあたる608人と見込んでいましたが、検診実績見込み減によるものでございます。

　次の保険事業費40万円の減額は、需用費、使用料及び賃借料、備品購入費でそれぞれ支出予定がないため不用額を整理するものでございます。

26ページ、諸支出金、償還金2,152万1,000円の増は、平成20年度療養給付費等確定に伴う還付金を見込んだものでございます。

次の高額療養費特別支援金100万円の減は、75歳到達月における自己負担限度額が国保、後期医療制度それぞれの限度額が適用されることによる不利益を補填するため創設されましたが、該当者の大幅な見込み減によるものでございます。

次に、議案第17号　平成21年度奥多摩町老人保健特別会計補正予算（第２号）についてご説明いたします。

５ページをお願いいたします。
　歳入でございます。支払基金交付金19万7,000円の減額は、社会保険診療報酬支払基金からの既交付決定額によりまして現年度分の医療給付費が18万8,000円の減、審査支払手数料が9,000円の減とし、総額で８万8,000円とするものでございます。

　６ページをお願いします。
　繰入金、一般会計繰入金67万3,000円を減額し190万1,000円とするものでございますが、平成21年度中の審査支払にて確定した老人保健制度における20年３月診療分までの医療費の実績により見込んだものでございます。

　７ぺージ、諸収入の雑入6,000円の増額は、都国保連及び支払基金からの実績による前年度分の老人保健診療報酬等返還金でございます。

　８ページ、歳出でございます。
　医療諸費を20万5,000円減額し35万5,000円とするものでございますが、医療費の見込減に伴い医療給付費が20万円の減額、審査支払手数料が実績見込により5,000円の減額とするものでございます。

　９ページをお願いします。
　繰出金を65万8,000円減額し354万2,000円とするものでございますが、歳入の状況により減額するものでございます。

　次に、議案第18号　平成21年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、ご説明いたします。

　５ページをお願いします。歳入でございます。
　後期高齢者医療保険料は781万6,000円減額し5,555万4,000円と見込むものですが、当初、平成20年度に実施された国による追加軽減が今年度は継続されない見込みで予算措置しましたが、本年度も継続して国による追加軽減が実施されたこと、及び広域連合からの通知により年金から差引する現年度分特別徴収保険料を実績見込により767万2,000円減額し、全体の68％の3,702万円、納付書で納めていただく現年度分普通徴収保険料を14万4,000円減額し、全体の32％の1,773万3,000円としたものでございます。
　６ページをお願いいたします。
　一般会計繰入金は967万4,000円減額し9,774万3,000円と見込むものですが、療養給付費繰入金の町の医療費負担分として、広域連合が積算した広域連合分賦金を570万3,000円減の6,219万9,000円、保険基盤安定繰入金は７割・５割・２割軽減分の広域連合が積算した84万円減の2,171万4,000円、事務費繰入金は一般管理費の委託料でシステム委託料等の確定により90万3,000円の減、広域連合分賦金は広域連合が積算した事務費の確定見込により55万円を減としたものでございます。

　次の保険料軽減措置繰入金は、広域連合が積算した分賦金の確定により182万4,000円減としたものでございます。

　７ページをお願いします。
　諸収入の受託事業収入は健康診査費受託事業収入で、実績により８万4,000円増の109万2,000円としたものでございます。

　８ページ、歳出になります。
　総務費の一般管理費の委託料で、制度施行２年目で当初予定していた運用支援の必要がなくなったため264万6,000円減額するもので、需用費は見込により不用額を整理するものでございます。

　次の徴収費の需用費は見込により不用額を整理し、役務費は郵券代の増を見込むものでございます。
　９ページをお願いします。
　広域連合納付金の広域連合分賦金は、1,490万3,000円減額し１億4,908万8,000円とするものでございます。主なものでは説明欄の事務費負担金が実績見込により55万円減の3,754万円、療養給付費負担金が実績見込により570万3,000円減の6,219万9,000円、保険基盤安定負担金が保険料の均等割額３万7,800円を７割・５割・２割軽減分と被用者保険の扶養になっていた方、５割の軽減分を東京都４分の３、町が４分の１の負担割合で、被保険者数の実績見込により84万円減の2,171万4,000円、保険料負担金が被保険者数の実績見込により598万6,000円減の5,688万3,000円、保険料軽減措置負担金が審査支払手数料等の実績見込により182万4,000円減の453万8,000円、などを見込んだものでございます。

　10ページの保健事業費の健康診査費は、広域連合からの受託事業として行なう75歳以上の方の健康診査で、需用費は見込による不用額を整理し、委託料で受診者数の実績により30万円増の233万9,000円としたものでございます。

11ページをお願いいたします。

　予備費は財源調整するものでございます。
　次に、議案第19号　平成21年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第４号）について、ご説明いたします。

　６ページ、歳入でございます。
　介護保険料は153万7,000円を増額し１億644万2,000円と見込みましたが、これは第１号被保険者保険料の現年度分特別徴収で140万7,000円の増、次の７ページ、現年度普通徴収で13万円の増額とするものでございます。これは歳出の増減及び給付費等の実績に基づき、それぞれ負担割合により増減を見込んだものでございます。

　９ページをお願いします。
　国庫支出金の国庫負担金は、実績見込に対する国の変更交付決定に伴い47万3,000円減額し9,918万4,000円と見込んだものでございます。

　次の国庫補助金を134万7,000円増額し5,223万2,000円と見込みましたが、これは調整交付金で年度当初の交付決定により77万6,000円増額し4,600万円と見込んだものでございます。

　10ページの地域支援事業交付金（介護予防）は、特定高齢者配食サービス事業費等の減により95万1,000円を減額し178万7,000円と見込みました。

　次の地域支援事業交付金（包括的支援・任意）は、介護予防ケアマネジメント事業費への充当等の増により152万2,000円を増額し444万5,000円と見込んだものでございます。

　11ページをお願いします。

　支払基金交付金を278万5,000円増額し１億8,663万5,000円と見込みましたが、これは介護給付費交付金は実績見込に対する支払基金の変更交付決定により主に居宅・施設介護サービス等給付費506万6,000円増、介護予防サービス等給付費186万円減額し、１億8,449万1,000円と見込んだものでございます。

　地域支援事業支援交付金は、主に介護予防一般高齢者施策事業費を83万2,000円減し214万4,000円と見込んだものでございます。

　12ページの都支出金の都負担金を287万円増額し9,737万7,000円と見込みましたが、これは実績見込に対する都の変更交付決定により主に居宅・施設介護サービス給付費が323万円増、介護予防サービス等給付費77万5,000円減等により見込んだものでございます。

　次の都補助金は地域支援事業交付金の介護予防事業交付金のうち特定高齢者配食サービス事業費と送迎対応型デイサービス事業等の一般高齢者施策事業費を47万6,000円の減と見込んだものでございます。

　13ページをお願いします。

　地域支援事業交付金（包括的支援・任意）のうち、介護予防ケアマネジメント事業費等の増により76万1,000円の増と見込んだものでございます。

　次の高齢社会対策区市町村包括補助事業補助金41万円の減は、９月補正で対応した事業費で、特定高齢者把握事業に係る生活機能評価システム導入経費及び介護予防プログラム経費10分の10を見込みましたが、事業の見直しによる見込みでございます。

　14ページの諸収入の財産運用収入は、介護保険準備基金利子の増額を見込み２万円としたものでございます。

　15ページをお願いします。

　繰入金の一般会計繰入金は21万5,000円を減額し１億4,287万4,000円と見込みましたが、主なものでは一番上の介護給付費繰入金が237万6,000円の増、一番下のその他包括的支援・任意事業繰入金が職員給与費等繰入金減の減により273万4,000円の減などを見込んだものでございます。

　16ページ、諸収入は預金利子増、雑入の給付納金の増をそれぞれ見込んだものでございます。

　17ページをお願いします。

　使用料及び手数料は93万4,000円を減額し266万8,000円と見込みましたが、特定高齢者配食サービス事業利用者負担金と、介護予防一般高齢者施策事業の地域巡回デイサービス事業等の利用者数が見込みに比べて少ないことによる減、とそれぞれ見込んだものでございます。

　19ページ、歳出になります。

　総務費の一般管理費は、不用額を整理するものでございます。
　次の徴収費の賦課徴収費は、不用額を整理するものでございます。
　20ページの介護認定審査会費は旅費の委員費用弁償の増の他、不用額を整理するものでございます。

　次の認定調査等費は、委託料の介護認定調査委託料につきましては見込数の増により42万1,000円増と見込んだものでございます。

　21ページをお願いします。

　趣旨普及費は周知のためのパンフレット等の経費ですが、不用額を整理するものでございます。
　次の運営協議会費につきましては、不用額を整理するものでございます。
　22ページから23ページは保険給付費でございます。介護サービス等諸費の居宅・施設介護サービス等給付費は2,280万円の増額を見込みましたが、これは当初予算の根拠となる事業計画に対し、主に居宅介護サービスの利用は計画の範囲内で推移しており、施設介護サービスの利用は計画を上回る利用となっていることから、説明欄上のとおり居宅介護サービス給付費が1,950万円の減、地域密着型介護サービス給付費が50万円の増、施設介護サービス給付費が4,300万円の増、居宅介護福祉用具購入費が20万円の増、居宅介護住宅改修費が50万円の減、居宅介護サービス計画給付費が90万円の減などでございます。

　次に、介護予防サービス等諸費を620万円減額と見込みましたが、これも先ほどご説明いたしました給付費と同様に、説明欄上から介護予防サービス給付費が300万円の減、介護予防住宅改修費が270万円の減、介護予防サービス計画給付費が50万円の減などでございます。

　23ページをお願いします。

　その他諸費の審査支払手数料は、実績により３万円の減額を見込んでございます。
　次の町特別給付費は、配食サービスを実績により100万円減額見込みするものでございます。

　次の特定入所者介護サービス等費の243万円の増額は、施設入所者で所得の低い方に基準費用額と負担限度額との差額を保険給付で補うもので、施設で利用者数の増により見込んだものございます。

　24ページから26ページは地域支援事業費となります。

　24ページの介護予防事業費は、介護予防特定高齢者施策事業と介護予防一般高齢者施策事業に分かれておりますが、主に委託料の特定高齢者配食サービス事業委託料が特定高齢者の利用の見込が落ちていることにより129万6,000円の減、介護予防一般高齢者施策事業費が賃金の地域巡回型デイサービス事業の歯科衛生士等賃金が実績により27万2,000円の減、需用費で消耗品費14万5,000円の増、25ページ委託料の筋力向上トレーニング事業委託料が利用者数の減により96万円の減、運動機能向上トレーニング事業委託料が利用者数の減により３万9,000円の減、送迎対応型デイサービス事業委託料が利用者の減により180万円の減、食事療養サービス委託料が同じく63万7,000円の減、新規プログラム実施委託料60万円の減は、新たな事業として計画いたしました地域支援事業ですが、当初は事業委託を予定していましたが、新規事業であることから円滑に事業実施を図るため本年度は町保健師による直営で実施し、施設使用料として５万円を見込んでございます。

　25ページ中ほど、包括的支援・任意事業は148万9,000円を増額し1,781万円と見込みましたが、主な理由といたしまして26ページの任意事業費の委託料151万2,000円の増で、町独自の地域自立生活支援事業として位置づけ、一般の高齢者に対し配食サービスの利用者の増を見込んだものでございます。

　27ページをお願いします。

　基金積立金でございます。基金積立金の介護給付費準備基金積立金を659万6,000円減額し119万5,000円と見込むものでございます。主な理由としましては、施設介護サービスの利用の伸びに伴い介護給付が事業計画を約1,900万円上回る見込みであること、国負担金等の法定負担分の変更決定額が現年度分は今回の法定負担分を下回る見込であることから、介護給付費に充当する財源を確保するため基金積立金を減額するものでございます。

　28ページの償還金28万7,000円の増は、過年度分の介護給付費法定負担返還金を見込んだものでございます。

　次の繰出金の他会計繰出金58万1,000円の減は、20年度分の介護給付費繰入金等の確定により一般会計繰出金を減額するものでございます。

　29ページの予備費につきましては、財源調整をしたものでございます。

　30ページは給与費明細書になります。

　その他の19万6,000円の減につきましては、歳出20ページの介護認定審査会委員報酬７万2,000円の減、21ページの介護保険運営協議会委員報酬12万4,000円の減が主な減額でございます。

　以上で議案第16号から議案第19号までの説明を終わります。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第16号、議案第17号、議案第18号及び議案第19号の説明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。
午後０時06分　休憩

午後１時00分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　次に、議案第20号についての説明を求めます。地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　議案第20号　平成21年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、ご説明申し上げます。

　６ページをお開きください。

歳入になります。
分担金及び負担金で共同施設維持管理費負担金５万7,000円の増につきましては、小河内処理区の維持管理費の丹波山分の経費でございまして、10分の１の増を見込んでおります。

　次に、７ページをお願いいたします。
　使用料、下水道使用料164万8,000円の減につきましては、小河内処理区下水道使用料及び奥多摩処理区の下水道使用料の当初見込より減となったためでございます。

　次に、合併処理浄化槽使用料25万1,000円の増につきましては、合併浄化槽の設置増によるものでございます。

　次に、下水道手数料の１万3,000円の増につきましては、工事店の手数料の増となります。

　８ページをお願いいたします。
　国庫支出金、国庫補助金の4,257万6,000円の減につきましては、公共下水道事業の奥多摩処理区の補助金の額の確定によるものでございます。

　次の浄化槽市町村整備推進事業費補助金646万円の減につきましては、合併浄化槽設置補助金の額の確定によるものでございます。

９ページをお願いいたします。
　款04都支出金、公共下水道事業補助金32万円の減につきましては、額の確定によるものでございます。

　次に、浄化槽市町村整備推進事業費補助金219万6,000円の減につきましては、額の確定によるものでございます。

　10ページをお願いいたします。

　繰入金2,827万円の減でございますが、下水道整備事業費及び浄化槽整備費の額の確定によるものでございます。

　11ページをお願いいたします。

　款07諸収入14万9,000円の増につきましては、消費税の還付の調整によるものでございます。

　12ページをお願いいたします。

　款08町債１億1,490万円の減は、事業費の額の確定によるものでございます。

　13ページをお願いいたします。
歳出になります。

　総務費の一般管理費の13委託料105万円の減につきましては、下水道中期ビジョンの策定業務委託の額の確定によるものでございます。

　19負担金・補助及び交付金37万6,000円の減は、生活保護世帯及び非課税世帯の水洗化補助で、本年は２件ありましたが今後の見込による減でございます。

　14ページをお願いいたします。

　維持管理費、小河内処理区13委託料131万4,000円の減は、下水道汚泥の量の減少によるものが主なものでございます。

　16の原材料費70万円の増は、電気計装盤のバッテリー及び水位計等の原材料費の購入を見込んだものでございます。

　15ページをお願いいたします。

　維持管理費（奥多摩処理区）の13委託料393万1,000円の減は、建設１年目は補償期間内であるということでございますので、次年度からの委託になるための減でございます。

　19の負担金・補助及び交付金254万円の減は、昨年７月１日に供用開始しました流域下水道への放流量が見込みより少ないための減額の見込みでございます。

　次のページをお願いいたします。
　款02事業費、小河内処理区の15の工事請負費の100万円の減につきましては、新規の下水道接続がなかったための減額と不用額を見込んだものでございます。

　次の奥多摩処理区の13委託料、15の工事請負費につきましては、額の確定による減でございます。

19の負担金・補助及び交付金の6,028万円の減につきましては、青梅市御岳から梅沢間の青梅市分の工事の変更で事業が遅れたためで、来年度以降に先延ばししたための減でございます。

17ページをお願いいたします。

浄化槽市町村整備推進事業費の13委託料79万7,000円及び15の工事請負費2,861万8,000円の減につきましては、下水道区域外での浄化槽設置整備で当初予定より設置基数の希望が少なかったための減でございます。

次のページをお願いいたします。
款03公債費340万9,000円の減につきましては、長期債利子の減によるものが主なものでございます。

20ページをお願いいたします。

特別職の給与費明細書につきましては、13ページの委員報酬でご覧のとおりでございます。

21ページをお願いいたします。

町債の前々年度末及び前年度末における現在高並びに当該年度末における現在高の見込みに関する調書につきましては記載のとおりでございますが、当該年度末現在高見込額は合計で26億8,457万6,000円でございます。

以上で議案第20号のご説明を終わります。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第20号の説明は終わりました。

　次に、議案第21号についての説明を求めます。病院事務長。

○病院事務長（原島　　肇君）　議案第21号　平成21年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）の内容についてご説明いたします。

　今回の補正につきましては、収益的収支でそれぞれ792万2,000円の追加を行なうものでございます。

　１ページをお開き願います。
　収益的収入及び支出の実施計画でございます。
　収入でございますが、医業収益では12万4,000円を追加し３億285万1,000円とするものですが、内訳は入院収益で１日あたり入院患者数の減を見込み321万2,000円減額、外来収益で１日あたりの診療費の減を見込み433万8,000円を減額、その他医業収益では公衆衛生活動収益で各種検診、予防接種受診者の増により767万4,000円を増額するものです。

　医業外収益では779万8,000円を追加し１億9,993万5,000円とするものですが、内訳は都支出金の都補助金で市町村公立病院等医師派遣事業補助金が新設され、派遣手当180万円を増額し、他会計補助金では一般会計補助金で600万円の追加補助を受けるものでございます。国保特別会計補助金、その他医業外収益の不用品売却収益は収入見込がないため減額するものでございます。

　２ページをお願いいたします。
　支出でございますが、医業費用では817万4,000円を追加し５億285万2,000円とするものですが、内訳はまず給与費で給与33万5,000円、手当38万9,000円をそれぞれ減額するものでございます。

次に、材料費では支払見込額の増により薬品費に700万円、診療材料費に300万円をそれぞれ追加し、給食材料費は40万円を減額するものでございます。

次に、経費では福利厚生費からページ最下段食糧費まで、不用額及び支出見込額減額による減額をするものでございます。
３ページをお願いいたします。
印刷製本費、修繕費につきましては支出見込額の増、役務費から雑費では不用額の整理のための減額でございます。
続きまして、資産減耗費では固定資産除却費の支出見込みがないことから減額いたします。
医業外費用では25万2,000円を減額し677万2,000円とするものですが、患者外給食材料費で支出見込の減により25万円を減額し、雑損失では不用品売払原価及びその他雑損失共に支出見込がありませんので、それぞれ減額するものでございます。

４ページをお願いいたします。
資金計画でございますが、表の中央、当年度予定額では受入資金が５億7,271万円で、支払資金が５億4,942万7,000円で、差引き2,328万3,000円となる予定でございます。

５ページをお願いいたします。
給与費の明細書でございますが、表の中ほどの比較のところで、職員数に変化はございません。給料33万5,000円、手当38万9,000円の減、合計で72万4,000円の減となっております。

なお、下段の手当の内訳につきましては、期末勤勉手当を減額するものでございます。
次の６ページから８ページにつきましては予定貸借対照表でございますが、説明を省略させていただきますのでよろしくお願いいたします。
以上で議案第21号の説明を終わります。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第21号の説明は終わりました。

　次に、議案第22号についての説明を求めます。水道課長。

○水道課長（加藤　桂三君）　議案第22号　平成21年度奥多摩町水道事業会計補正予算（第３号）について、ご説明いたします。

２ページをお願いします。
実施計画明細書の収益的収入及び支出についてご説明いたします。
収入ですが、水道事業収益を865万1,000円増額し２億1,420万6,000円とするものです。項の１営業収益の給水収益については水道使用料の増により1,872万8,000円増額するものです。内容ですが、水道使用料については平成21年２月・３月分から平成22年12月・１月分の６期分として計上しておりましたが、本年の４月１日からの都営水道一元化に伴い、平成22年２月・３月分の１期分の増により７期分が町の収入として計上されるため増額するものです。

次にその他営業費用の手数料については１万円減額するものです。雑収益については新規加入分担金の増により８万4,000円を増額するものです。

次に、項の２営業外収益の受取利息及び配当金については、預金利息の増により４万9,000円増額するものです。

次に、他会計補助金については、水道使用料の増により一般会計補助金を1,020万円減額するものです。

次に支出ですが、水道事業費用865万1,000円を増額し２億1,420万6,000円とするものです。項の１営業費用の原水及び上水費については、賃金から材料費は今年度の支出見込減及び不用額を整理し、114万2,000円減額するものです。

３ページをお願いします。
配水及び給水費については、備消耗品費から委託料は、今後の支出見込減及び不用額を整理し97万4,000円を減額するものです。

次に、総係費については通信運搬費、郵券代１万5,000円を増額し、その他は不用額等を整理し38万7,000円減額するものです。

次に、減価償却費については減価償却引当金として197万2,000円を増額するものです。

次に、項の２営業外費用の支払利息及び企業債取扱諸費については、一時借入金利息の不用額を整理し10万円減額するものです。

次に一元化推進費については、水道施設用地測量地籍調査委託料の増として989万3,000円を増額するものです。

４ページをお願いします。
資金計画書です。受入資金予定額を３億142万円、支払資金予定額２億2,118万3,000円で、差引8,023万7,000円とするものです。

５ページをお願いします。
給与費明細書です。比較欄をお願いします。給与費6,000円の減、合計で6,000円の減となっております。

以上で議案第22号の内容説明を終わります。

○議長（澤本　　章君）　以上で議案第22号の説明は終わりました。

　以上で全議案の説明は終わりました。
　これより質疑に入ります。
　議案第13号については歳入、歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第14号から議案第22号までについては歳入、歳出含めて一括して行います。

　初めに、議案第13号の歳入の質疑を行います。

質疑があればお願いします。１番師岡　伸公委員。
○１番（師岡　伸公君）　36ページ、財産収入でございます。ここの目の１の貸家料のところ、小学校の施設を撮影でお貸ししたという項目でございますが、町内にはこの小学校をはじめダムサイトその他いろんな、こういう撮影に適した箇所があろうかと思います。町で管理している建物もその中に当然含まれますが、私も以前、学校法人に勤務していたことがありまして、よく学園ドラマですとかいろんな撮影の依頼が来て、その対処というんですか、内容を考えて、ほとんどはお断りしたんですけれども貸したときもありました。

　今朝のテレビでも報道されているように、撮影で貸したことによっていろんな問題が起きるというリスクも当然ありますが、貸したことによって、他の市町村ではあえてまちづくりですとか観光スポットを救うという意味合いでも、そういうふうなことをやっている市町村がありますけれども、今後、当町としては、こういうふうな箇所のオーダーに応じてその都度、審査しながらやっていくような対応でいくのか、それともやはりまちづくりの一環として、一つ、こういうこともこれから先、考えていかなくてはいけないだろうかとか、そういうふうな今現在でのこういう施設の借用対応についてのお考えをお聞かせいただければと思います。
○議長（澤本　　章君）　企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　師岡委員からこの小学校の、あるいは町内の各施設での撮影対応について、ということでご質問をいただきましたのでお答えをさせていただきます。
　まず、小河内小・中学校の撮影の実績ですけれども、平成21年度が７件で１回あたり３万円、21万円となっております。
それと師岡委員からは、いわゆる今、市町村で連携事業で始めているフィルムコミッション事業、これも日野市の新撰組、これがドラマ化されて非常に八王子も含めて多摩でも盛んになってきまして、今、これらのポイントを立ち上げて西多摩地域も非常に自然景観に恵まれていたり、また、小河内小・中学校につきましては、唯一残る木造の校舎ということで、最近は学校ドラマの撮影などでかなり質問や問い合わせが来ておりまして大変好評であります。
　今後の各所における、こういったフィルムコミッション事業につきましては、もちろん近隣の市町村と連携を取り合いながら、なるべく町の観光のＰＲも含めて積極的に対応していきたい、というふうに考えております。
○議長（澤本　　章君）　14番島崎　利雄議員。

○14番（島崎　利雄君）　今度の補正予算の中で1番大きな問題というふうに見ていいと思うんですが、税収の減少問題です。この補正では約1,600万円減額していると。これはもちろん町の責任とか云々ではないんですが、もうまさにこれは全国的に不況の危機　というようなものも絡み合って、こういう数字が出てきたというふうに思われます。そういう意味でまさにこの日本経済が低迷しているという問題も含めて政治的な問題だというふうに思いますが、この点、町として町村会等を含めてどう打開していくのかね、今、新しい政権もできてやっておりますが、いろいろな問題点も抱えながら動いているという状況でもあります。住民負担も増えてくるという数字等も出されております。そういう上でこういう状況が出てきているということで、どう対応されるのか、ということが総論的なことで第１点であります。
　それからこの1,600万円のマイナスですが、この点で何人くらいの方が、担当の人などにもちょっとお話を聞いたりしてはおりますが、去年リストラされた人が今年の３月15日まで申告という点で滞納がどのくらい今、いつでも多いわけですが、こういうふうに特に非常時的なことで滞納者も増えてきていると思うんですが、まだしめているわけではないんですが、３月いっぱいの状況でどのような数字をつかんでいられるのか。この点も一つ、働いている方がたがリストラをくらったり、派遣社員制度の中で派遣打ち切りだとか、様々な要素が出ています。そういう意味で住民の方がたが大変な思いをしているという事例もあるかと思うんです。もしこれら滞納者の中でいろんな方がおられると思うんですが、やはり今まで一定の給料をもらっていたのがだめになった、というのが当然出てきているというふうに思うんですが、そういう数字をもしつかんでいれば概略で結構ですから報告していただきたい。まさに非常事態の状況が続いている。
　そして、来年度予算を見ても約3,000万円減額する、という予想を立てているわけですね。今年度よりも倍の税収が減少すると。まさにこの辺は非常に大きな問題だというふうに思われますが、こういう点も含めて打開策といっても簡単にいくものではないのはわかるんですが、町側の見解等を含めて教えていただきたい。

○議長（澤本　　章君）　住民課長。
○住民課長（浜野　武雄君）　島崎委員のご質問にお答えします。
　政治的なことについては私どもの範疇ではないものですからお答えは控えさせていただきたいんですが、今、町の税収の状況について２件目の1,600万円の減額の関係についてお話ししたいと思います。

　個人町民税1,605万円減額ということですが、町民税については前年の収入を次年度で課税させていただくということで若干ずれが出ております。８年の後半から急激に経済状況が悪くなったということで、それの影響が21年度の税収に出てきた。当初の課税額の見積より20年度と21年度比較しますと、所得割納税義務者が21年度については当初2,575人の方で前年度より42人減っている。納税義務者１人あたりの所得割額10万4,000円、前年度より5,000円減っております。

今回の1,600万円については、所得割の減収分が1,282万5,000円、あと均等割、人口の減によるものが440万円ほどということで1,600万円という形になります。

法人町民税については335万6,000円ここで減額見込をさせていただくんですが、法人税納税義務者については、法人税が155社です。そのうちの３分の１弱の41社が所得割額を納めていただいております。これは過去、18年、19年、20年とほとんど変わりがありません。ですから、個々の税割を納めていただく方は変わっていないんですが、法人税が収益がなくなっているということで少なくなっているということでございます。

固定資産税については645万 6,000円、ここで増の補正なんですが、これは償却資産の申告が多かったということで増になっております。

あと、たばこ税については、ご存知のように喫煙人口等が減っているということで下がっております。鉱産税、入湯税についても同じように減と。
　全体的に奥多摩の町税については今後も下がっていく、毎年、毎年下がっていくと。これは納税義務者が減っていくという形になりますので当然、減っていくということであります。それから固定資産税についても評価額が下がる、新築の家もなかなか建たないということで下がり気味ということでございます。
　あと、滞納者については申し訳ないんですが把握しておりません。後ほど滞納者の状況についてはお話したいと思いますが、前年とそんなに増えているという感じではないということだけはここでお話しておきたいと思います。
　以上です。
○議長（澤本　　章君）　企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　島崎委員の政治的といいましょうか、町全体の減収にかかわる分についてお答えをさせていただきます。
　まず、たしかに国の景気もまだまだ回復をしない状況にありまして、まず一つには全国町村会という組織がございまして、そこでもいろいろ町村の財政が一様に疲弊をしているということで盛んに声を上げております。それと、東京都の町村会でございますけれども、町長にこの中で盛んに国都の交付金等の増額の要望をその都度していただいている状況にあります。さらに申し上げますと、西多摩の町村会がございまして、ここでも時おり東京都の行政部の幹部の方に、こと細かに西多摩の町村の財政状況をお話しながら、１円でも多くの増額交付をいただいているという状況にあります。
　それと、もちろん国に対しましては１日も早く景気が回復していただけるようにお願いをしておりますし、また、東京都の行政部を通じて国の地方交付税で、さらに町にとって非常に大きな財源であります市町村総合交付金、これらにつきましてもさらに多くの増額をいただきたいということで常日頃からお願いを申し上げております。
　そんなことから、また後日の22年度の新年度予算の説明のときに、そのあたりも説明したいと存じますけれども、22年度の予算におきましては町税が今、住民課長が申し上げたようなことで3,000万円ほど減額になりますけれども、国都への働きかけで地方交付税につきましては１兆円以上の増額を平成22年度に見込んでおります。この影響から新年度では地方交付税を7,000万円の増、さらに東京都の総合交付金は昨年に比べまして10億円増えまして全体で435億円になっております。この影響から都の総合交付金につきましては3,000万円の増ということで、町税は3,000万円減額になりますけれども、これら交付金の増が１億円になります。また、これらの内容につきましては、先ほど申し上げましたように後日の新年度予算の中身で説明を申し上げたいと存じます。

　以上です。
○議長（澤本　　章君）　ほかに。14番島崎　利雄議員。

○14番（島崎　利雄君）　まだありますけれども、先に進みます。それでは20ページの歳出の方も絡むんですが、説明を求めますが、使用料・手数料の中で養魚池の使用料が減額をしています。これがどのような理由に基づいて、町の中に一定の基準があるわけですが、この点がどういうことで、他の組織ではない場合もあるようですけれども、何らかの特別な理由があるのか。

　それから本当に大変なことはわかりますが、基本的には努力目標というんですか、そういう、お客が減っているという大きな問題もありますが、どのような。
　それからその次に、商工使用料の中で観光施設の施設使用料減というのがあります。例の丹縄亭で、この積算はどのようなことでこういうふうになっているのか。まあ、やめたということでその後の負担的なものが示されているんだというふうに思いますが。
　次はもう１点で25ページでありますが、これは国から来た特別なもので土木費国庫補助金ということで6,600万円がありますが、この点、緊急というようなこともありましたけれども、この実績、どのような事業に使われて、どのような実績というか成果が示されているのか。10分の10の補助金がきているわけですので、本当に地域の活性化のためになっているのかどうか、こういうことを含めてお尋ねをするものであります。

　以上。
○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。
○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは島崎委員のご質問にお答えしたいと思います。
　まず１点目の養魚池減額の理由ということですが、これにつきましては、ここ数年氷川漁業協同組合と小河内漁業協同組合、そのほかに昨年ですと、うさぎ庵とアースガーデン、今年ですと、またアースガーデンが出てきたわけですけれども、特に漁業共同組合につきましては、収益事業としてなかなか収益が上がらない。特に奥多摩やまめ等については昨年、一昨年と魚の病気によりまして魚が死んでしまったということで、収益が上がらないというようなことから減免の申請が出てまいりました。
町としましても水産業の振興という意味合いから、行政財産使用料審査会で検討したわけですが、水産業の振興ということを含めまして、二つの漁業共同組合については使用料を減額していこうということを決定させていただきました。
　なお、ここにあります上から三つ目の特産物加工体験施設、これは白丸のアースガーデンでございますので、アースガーデンについては一部免除をしているということでございます。
　それと二つ目の丹縄亭減の使用料の積算ということですが、これについては通常ですと施設をつくる建設費等から算出数式があるんですが、そこに当てはめまして積算し使用料を決めていくということで額の確定を行なっているところでございます。
　以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　島崎委員のご質問の25ページの土木費国庫補助金の6,646万2,000円の実績は、ということでございますけれども、歳出の108ページをご覧いただきたいと思います。そちらに歳出の方で予定をしておりまして、地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業ということで先ほどご説明を申し上げたんですけれども、その中で実績ではなく、これから実施するということでございまして委託料として200万円を計上させていただいております。

これにつきましては雲仙橋の改修の実施設計の委託料と、それから工事請負費の6,800万円でその雲仙橋の改良工事、これにつきましては橋の床板がもう老朽化していまして、穴があく状況になってきて非常に危険だということで、一部補修はしていますけれども、もう全体を直さなければいけないという状況にきております。それと高欄が低いということで地元からの要望もございます。そういう諸々の改修を実施するために計上させていただいております。

　それからあと大丹波秩父線で落石が発生する所が最近ございまして、その付近というのは道路の方まで張り出している岩がありまして非常に危険だということで、その辺の部分の手当をしたいということと、それから境栃寄線、これは境の橋詰トンネルを出まして栃寄の方に向かう町道になっておりますけれども、この国道から入った約200ｍの範囲がときたま落石がありまして、地元、それから東京都の方からも国道に近いということで、なるべく落石を手当をしていただきたい、という要望もありまして、その２路線の落石防止工事を実施する計画で予定しております。
　以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　島崎委員のご質問に補足的に私の方から説明をさせていただきます。
　この6,646万2,000円のきめ細かな臨時交付金というのは、国の政権が民主党政権に変わりまして、それで第２次の補正を組んで、内容的には市町村が行なう道路及び橋梁の工事に使うように、ということでいただきました国の補正事業でございます。

　以上です。
○議長（澤本　　章君）　13番小林　　勤委員。

○13番（小林　　勤君）　まず一つは、今、島崎委員からも話があった特産物加工体験施設の減額、説明では一部という話がありました。それで、この指定管理者制度で要するに受けているわけでしょう、皆さん。そういうところがこうして１年間免除というか、そういう体制をとりながら、２年目、３年目になってきたらまた減免、これがあまりにも目に見えて出てくると、俺の所も俺の所もということで、また元の木阿弥に、前に戻ってしまうんではないかと。こういうふうに危惧するところがあるんですよ。

　やはり指定管理者を自分から申請してなった以上、自助努力をして運営・経営をするという姿勢をさせていかないと、何でも申請が出てきたらオーライ、これではいけない。こういう一つの苦言を呈しておきます。
　同じページに丹縄亭の話がありましたよね。12月のときにこの指定管理者になりました「どんぐりんこ」、このときに私は指定管理者になった「どんぐりんこ」はすぐ登記をするという話がございましたね。それからもう一つ、同じように営業内容がこんなふうに、というような話がありましたけれども、ここで４月に恐らくオープンされますよね、予定どおり。だとしたら、現段階において、今言った登記が既に終わっているはずですから、それをお示しいただきたい。それともう１点、今、言う、当時はコンニャクの燻製とかいう話をされたように記憶しているんですけれども、この指定管理者となった「どんぐりんこ」の営業内容、これをぜひ示していただきたい。
例えば、いいですか課長、そういう営業内容を示していただけたら、私どもは今度はＰＲに努めなければいけないわけですよ。また、たまたま私のところで今でさえこの丹縄亭の藤野さんとのやりとり、あるいは滝島さんとのやりとり、そのものがずいぶん町民の声として上がっています。私はそれをある意味では「どんぐりんこ」で打ち消すことできるんじゃないかと、要するに、よくなったよ、ということでね。そのためにも今、営業内容を知っておきたい、そしてＰＲを一緒になってやりたい、こういうこともありますので、ぜひその営業内容をきちっとした形で出していただきたい。これが一点です。
それからもう一つ、31ページ、台風19号で大変な被害を受けたワサビ田の件ですが、先ほどの説明ですと、この段階で終了というお話がありましたけれども、そうするとこれだけの大きな減額がここに出ておりますけれども、面積が少なくなったためと、こういう説明でしたけれども、面積が少なくなったということは、きっちりつくり上げたら面積が小さくなったのか、あるいはひょっとして栽培者、耕作者がもうやらないよ、こうなったんじゃ仕方ないよ、といってこういう減額になったのか、これを一つお聞きをしておきます。

以上です。
○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。
○観光産業課長（加藤　博士君）　小林委員のご質問にお答えいたします。
　まず特産物の免除、これは確かにおっしゃるとおりでございます。ただ、一部免除につきましても、これは中の審査会で決定しておりますが、やみくもに免除するということではなくて、やはり免除にあたっての条件というのは当然つけております。

それとアースガーデンは委員もご承知のとおり非常に努力して、昨年に比べて今年は営業収益を伸ばしております。ここで町で支援することによって営業が順調に伸びてくると思われます関係から、免除させていただいたということです。免除に当たっては３か年の改善計画を提出していただきまして、それに基づいて営業努力してくれ、というようなことで行なっております。これはアースガーデンの経営者の榎戸さんも承知をしておりますので、今後より一層頑張っていただいてアースガーデンの経営に努めていただけるものと思っております。
　それと丹縄亭の関係で「どんぐりんこ」の登記と営業内容の関係につきましては、申しわけありませんが現在、手元に資料がありませんので、後ほどお話しさせていただければと思います。
　それと、ワサビ田の災害復旧の関係でございますが、19年の台風の災害での被災箇所については町内で70箇所、被害面積として１万2,528㎡という推定で当時、ご報告させていただいていると思います。今回、今年度の21年度にワサビ田につきましては６箇所、1,921㎡の復旧が終わろうとしております。この復旧につきましては３か年で20箇所、4,780㎡ほどの面積を復旧しております。それと、残りにつきましてですが、残りのうち43箇所、これも推定でございますが3,000㎡につきましては、所有者の方が自己復旧をしているということでございます。
それと残りの面積、4,750㎡近くあるんですが、これについては所有者の方が高齢で、また、災害の復旧金額等が高くなったりとかで、経営のやる気がなくなってしまったということで放棄地、これも推定でございますけれども、放棄地というような形で町の方ではとらえています。

いずれにしましても３か年で5,000㎡近くの面積、それとモノレールについても1,500ｍちょっとが復旧しておりますので、ご報告させていただきますと同時に、今後、放棄地についても何らかの形でまた復旧できればと考えております。

　以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第13号の歳入の質疑を終結します。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、２時10分から再開といたします。

午後１時54分　休憩

午後２時10分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。住民課長。

○住民課長（浜野　武雄君）　先ほど島崎委員から滞納状況について、ということでご質問いただきました。３月いっぱいということなんですが、２月末までの徴収実績がそろっておりますので報告させていただきたいと思います。
　収納率が全税目88.8％、前年が89.1％ですので下がっているということなんですが、年金特別徴収が21年度から始まりました。２月10日に収納がございますので、それを足し込みますと89.0％になります。それこそコンマ９徴収率が上がっているということになります。

　それから滞納繰越分についてなんですが、前年同期が14. 6％の収納率なんですが、２月末までで今年度については15.3％ということで徴収をしております。

　国保税については前年が75.2％ということで、２月末現在までの収納率が79.1％となっております。これも大分上がっているということで、収納率については前年より上がっているということでございます。

　滞納者の状況なんですが、リストラにあったとかそういう方は何名かおられるということはございます。
　以上です。
○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。
○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは先ほどの小林委員のご質問に答弁漏れがございましたのでお答えさせていただきます。
　丹縄亭の新たな指定管理者であります「どんぐりんこ」の関係でございますが、合同会社ということで登記しているということでございます。ただ、登記簿の写しにつきましては現在、まだ町の方に届いておりませんので、登記は終わったということですので、これにつきましては連絡をとりまして早急に提出していただくようにいたします。
　それと営業内容でございますが、営業内容につきましてはメニューとしましてエビ、マグロの丼もの、それとお蕎麦等、食事につきましては以上のようなものを中心に提供するというようなことでございますし、また、12月の時にもお話させていただいたと思うんですが、燻製をつくっているということで、燻製につきましては豆腐やコンニャクなどを燻製にして、それをお土産ものとして販売したいということで指定管理者としての申請が出されております。

　なお、この「どんぐりんこ」の親会社につきましては、現在、東村山の方で板金業と磯料理を営んでいる方ということでございます。
　以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　次に、議案第13号の歳出の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。13番小林　　勤委員。

○13番（小林　　勤君）　企画財政課長に答えてもらうようになるのか、54ページの身近なまちづくり推進事業交付金、この数字じゃないんです。いいですか課長、この数字でなくて、ちょっと私、随分前から気になっている点があるんです。日向、初縄田というんですか、初縄田に18年度に、たしかこのまちづくり交付金でできたというか、つくったというか、土屋製作所さんの後ですよ。で、あそこの看板を見ると「たまちゃん館のアート体験」、そして小さく「要予約」とあります。私は通るたびにあそこを何となく見ているというか、時によればきちっと確認をしていますけれども、ほとんど玄関に鍵がかかっているんですね。皆さんも通ってみてわかっていると思います。
このとき、18年度ですから、たしか260万円だか270万円だか、ここへ補助してそういう形につくったというとなんですけれども、恐らくその時も含めて、こういうことですから委員会にかかったりいろいろしているでしょうけれども、計画書もあるでしょうしね。それから例えば18年度はこういう形で出ても、18年度は活動があってもなくても、19年度からはあるはずですよね。その報告的な、要するにこういうことをした、ああいうことをした、あるいは何人来た、どうだったという、そういうものが当然、こういう形のところは出てくるんでしょうけれども、事務報告書か何かをよく見ればその中に載っているのかどうか、確認していませんけれども、これはね、あの状況だと全く活動していないと、外から見てですよ、全く活動していないと私は思っているんですけれども、課長の方でどういう把握をしているかね。
で、このまちづくり推進事業、要するに大変考え方によってはすばらしい事業です。それから、そうやっていただいた方たちが、あるいは補助を受けて本当に活動していればいいんですけれども、あげっぱなし、やりっぱなし、そのまんまよと。こういうことでは全くいけない。今、政府でもよくやっています、これからもやります事業仕分けなんていう言葉が流行ってきましたけれども、この辺がどうなのかな、というのが随分気になっているんですけれども、この辺はどう、課長の方で把握をしているか。

これは観光産業課長の方だと当然、ああいう施設ですから気にはされていると思うんですよ。その辺について、今のページでこの金額とは別の話で、急な話で申し訳ないけれども、やっぱり私だけではなくて何人か言っているんですよ。「小林よ、あそこはどうなっているんだ、お前」って。それ以上、いろいろなことが耳に入ってきていますけれども、それはここでは申し上げませんけれどもね。その辺、答えとして返さなければいけない部分もありますので、一つ。

○議長（澤本　　章君）　企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　今の小林委員から通称「たまちゃん館」の事業の件につきましてご質問をいただきましたので、お答えさせていただきます。
　委員さんとまったく同様の気持ちで我々も、また、この事業の審査をした10名の委員も同じように考えております。この事業の実績でございますけれども、平成17年から21年までの５か年間で延26事業、助成金としまして2,016万8,000円を行なってきました。

　特に「たまちゃん館」につきましては、開店当初はお祝い花等を玄関に飾ったりしまして、多くの関係者をお呼びして華々しくオープンしてしばらくそういった状況で開店しておりまして、その後、しばらくして今、言われたように戸閉めのような状況が続いておりますものですから、審査をした10名の委員も本当に気にもされておりまして、また、事務局もそこら辺を危惧しております。

　そんなことから先般、お名前は申し上げませんけれども、事業主の方に電話を差し上げまして、今までの実績につきまして聞いております。ご本人からは平成20年度は開館日数が88日、総参加者数が171名、また、21年度につきましては４月から６月までの開館日数が44日、参加者数は少ないんですけれども43名ということで、この数字は信じるしかございませんけれども、その後、閉店状態になっておりますので、どうしました、ということで聞いてみましたら、ご本人は独身の方でございまして、また、前職は公務員をされておりまして、また、定年後も嘱託といいますか、再雇用で都内の方に勤められているということで、また、本人の家庭的な事情もここで重なって、なかなか今、開店できる状況にないというお話で、少しこの件については長い目で見てもらえないか、というようなお話もございました。
　そんなことから263万2,000円を町から助成しておりまして、その重要性も十分に町からは訴えておりますし、また、ご本人も公務員をされておりましたので十分にその重要性を認識しているというお話もございまして、これからにつきましては、「速やかに個人的な、家族的な事情をクリアーして１日も早く、また開店時のようお客さんを集めてまいりたい」ということを言われております。

　そんなことから、またご本人に、また今後、「そのような事情をクリアーされましたか」というような問いかけもしながら、１日も早く皆様から批判を受けないような形で、この事業が批判されないように進めてまいりたいと存じますので、ご理解をいただきたいと存じます。
○議長（澤本　　章君）　ほかに。13番小林　　勤委員。

○13番（小林　　勤君）　今の報告で日数とか人数とか、やった実績というのはご本人が報告を町の方にされたというのなら、それはそれで書類が出てきたわけではないんでしょうけれども受け止めるしかないなと。そして今後、あそこはエミケンさんもありますから、両者がいい形で進んで行けることを願っております。ぜひ課長の方からも、そういう時期が来たらきちっと指導していただきたいな、と思います。

　教育長か教育課長にお伺いしますけれども、この補正予算の数字ではないんですが、東京都の教育委員会から区市町村の教育委員会宛に、ここで自殺防止徹底の通知があったでしょうか。
実はこれは、私は新聞で報道があったのをちょっと見まして、皆さんご存知のようにもうテレビ、新聞等で小学４年生の児童が自殺に至った、という痛ましい記事もございました。それからその前にはやはり中学生がそういう、自分で命を絶つという痛ましい事件が幾つかございました。これらを含めてそういう形で児童・生徒の学校生活、家庭生活、あるいは地域生活等の中でのそういう死に至らないような指導も含めて通知があった、というふうに報道があったやに思いますけれども、そういう通知があったのかどうか。それから、あったとしたら教育委員会での対応をどのようにしていくか。奥多摩の大変小さな町で児童・生徒の少ない中で、万が一そういう痛ましい、心痛める事件が起きてはもうこれはとんでもない話になりますので、お伺いをしておきます。
○議長（澤本　　章君）　教育課長。
○教育課長（井上　永一君）　小林委員のご質問にお答えいたします。
　実は２月15日に清瀬市の女子中学生が自ら命を絶ったという事件がございまして、その後、家の中でお子さんの机の周りの整理をしていたときに遺書が見つかったということです。その内容につきましては、学校で若干いじめを受けているというような内容だったということが明らかになりまして、実は３月４日、午後６時半に都庁の方に都内の区市町村の関係課長が緊急の会議ということで集ってほしいということで、その中で都の方から今回の状況説明等がございました。その中で今後、こういうふうな事故が起こらないように再度徹底をして、深く学校に指導するように、というお話がございました。
　町ではこのようないじめ防止、あるいは学校の中の細かな問題等について、常日頃から学校に対して細かいことでも教職員みんなで目を光らせて、何かそのような動きがあったときには徹底指導するように、という話をしてまいっております。
　また、年に２回、いじめ防止強調月間というのがございまして、その中でも指導を行っております。
　また、各学校では毎朝、生活指導の主任が各学校におりますけれども、その先生を中心に学校での各クラスでの様子等の意見交換を行なっております。
　実際、いじめとまではいきませんけれども、たしかに小さなトラブルは学校の中で時々あるという報告は受けておりますけれども、そのたびに校長、副校長を中心に問題が大きくならないように、ということで時には保護者も集めた形でみんなでそのような問題に対応していこう、ということで行なっております。
　今後も、先日の都の会議での資料、あるいは話を校長会、あるいは校長副校長会でも徹底しながら、このような問題が起きないようにということで指導をしていくつもりでございます。
○議長（澤本　　章君）　教育長。
○教育長（栃元　　誠君）　今回の事件を受けまして特に教育委員会の臨時会等は開いておりません。３月25日に定例会がございますので、当然その中で話し合って、今、課長が言ったように、学校に指導の徹底をお願いする、という考えでおります。

○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。７番小澤　春義委員。
○７番（小澤　春義君）　107ページの道路維持費についての除雪車の賃貸で、別にこの金額的なものではございません。今日もなごり雪が大分降っていまして、今日、一晩中降るとかなり積もるかもしれません。そのようなときに町道の場合はほとんど除雪車が出てもらえませんので、大分不便なところに住む方ほど高齢化が激しくて、雪掃きもなかなか大変だということがございます。今後、ますます高齢化が進むと、不便な所に住んでいる住民の皆さん、雪掃き、あるいは道路の冬場の管理もなかなか大変になってくるということだと思います。事実、私どもの住んでいる所も上から下まで坂ですので、朝早く起きて掃くとか、そういうこともしているんですが、なかなか高齢化が進んで若い人がいなくなると雪掃きも大変だ、ということになります。
　今後、行政の方でどんな考えでいられるのか、お聞きしたいと思います。
○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　ただいまの小澤委員のご質問でございます。
　町の今現在、管理している町道は約320路線、それから林道の方は27路線ほどあるんですけれども、その中で林道関係につきましては今年２月末までには６路線を11回ほど除雪に入っております。それから町道の方はやはり13路線で11回。この路線につきましては、まずバス路線を除雪しなければ、公共交通機関を確保しなければ住民に迷惑がかかるということで、バス路線は全線除雪しようということでやっております。それからバス路線以外に人家の少ないところ、林道だとか、あるいは町道でも人家の少ないところの路線につきましては除雪対象ということで今現在やっている状況でございますけれども、高齢化が進んできているということ、全体的には高齢化が１番大きな原因かなということで、住民の方、あるいは議員さんも含めて皆さんいろんな気持ちで、その辺の対応は何とかならないか、ということでお話も受けております。

　それで今年春、春というか２か月ほど前になりますけれども、今年は雪が多いものですから、そういう面で除雪路線以外の路線も場所によっては非常に大変なところもあったり、あるいは今年、事故が発生したこともございまして、何とか町の方でそれ以外の路線も検討し始めております。
　ただ、除雪する上では町内の建設業者がショベルローダーを持っておりまして、建設業者に除雪をお願いする状況でございますけれども、国道、都道をまず除雪する、その後に町道に入っていただくということで、まず優先は国道、都道を優先ということでやっておりますので、どうしても町道に入っていくのが遅れてしまうということで、その地域に住まわれている方につきましては早く車で出たいということもありますので、地域の方で除雪していただいたりしているところもございます。いずれにしろ、だんだん高齢化が進んでいくということでございますので、町の方も内部的には除雪を拡大していこう、ということで検討に入っておりますので、今後もそういう面では少しずつでも対応できるかな、というふうな状況でございますのでよろしくお願いいたします。
○議長（澤本　　章君）　11番師岡　　智委員。

○11番（師岡　　智君）　２点ばかりちょっと気になることがありますので、お聞きしたいと思います。

　86ページでございますけれども、清掃事業の関係でございます。先ほどの説明の中で職員手当の超勤ということで約70万円、私は数字のことをどうのこうの申し上げてはおりませんが、大変、これは町ではこれから心配しなければならない問題だろうと思いますけれども、このように職員の方が超勤しなければ事業が処理しきれないように業務が多忙なのか、大変なのか、その辺のところをどんな形で見ていられるのか。我々としても毎日、見ているわけではありませんので私は気になるわけでございます。

　それと、さらにその下の需用費の中で、先ほど修繕費で緊急の修理が必要だったので1,560万円出たということでございます。これは緊急であれば幾らかかってもやむを得ないと思いますけれども、こういった状態の中でごみ処理については、これから町としても本当に大きな問題になってくるのかな、という気がしますが、この辺は町としてどのようにとらえているのか。

今回、これは私は数字のことをどうのこうの言ってはおりません。そういったこと、この２点をちょうどとらえますとね、いろいろとそういった関連に結びつくのかな、という気がしまして非常に気にしている部分でございます。職員の方これだけ超勤しなければごみ処理業務が遂行できないのかどうか、本当にご苦労さまでございますけれども、その辺をどう町として見ておられるのかどうか、ということをお伺いしたい、というのが一つでございます。
それから126ページの教育関係で給食センターの建設のことが出ておりますが、この間、補正で出てまいりましたけれども、もう大分でき上がってまいりまして外からも見えるようになりまして、我々は車で通っても大変きれいな建物になったな、ということで本当に楽しみにしているわけでございますが、あそこのところに、今、反対側の広いところに車がとめてありまして、あそこは結構出入りが多いんですね、今度は。そうしますと、片方が町道で狭いものですから、給食センターへの車の出入りも恐らく相当多くなるだろうと。今までは、ただ住民だけの通路だったと思いますけれども。あそこに何か町として、今回、給食センターができたことによっての通行量というのは大変重要になってくるんじゃないかと思いますので、ぜひ信号をあそこに付けていただくというような方向で、町としてぜひ考えてやるべきではないか。

恐らく給食の後、時間帯をおかなければならないというものが、あそこは出てくると思いますので、あそこで右左に分かれる通行になるならと思いますけれども、なかなかあそこにダンプ等が通りますと非常に通行料が多い、それから下から行きますとカーブでかなりスピードが出てきますので、左側は上手で見通しがいいんですけれども、そういったこともありますので、あそこの通行について給食センターの完成と併せて町として考えをまとめて、しかるべきところに申請して、あそこには信号をぜひほしいな、通っていながらそんな気がいたしますけれども、いかがでしょうか。お伺いします。
○議長（澤本　　章君）　住民課長。
○住民課長（浜野　武雄君）　師岡委員の焼却施設についてのご質問なんですが、今の超過勤務手当70万円ということなんですが、昨年、正職員が５名から４名に１名減ということになっていたものでございますが、準連続焼却、16時間焼却しております。それで、朝、出勤しまして夜まで11時半まで勤務します。その間、連続で燃しているわけですが、明けで、その16時間の８時間分を次の日に２名が取ると。２名体制でやっていますので、職員４名のうちの２名がそのような形で週に２日か３日、連続でやるということで、技術的なことがありますので、臨時の方でかなり研修しないとできないという形なものですから、４名でやっていったと。それで、４月からはシルバーの方を１名、増員させていただきました。それから12月にまた臨時の方をお願いしてやっていると。

　実は１月に４名のうちの１名の職員が、ちょっと怪我で３月いっぱい休んでいるというようなことで、他の３名の職員がかなり焼却するのに明けが取れないという形と、それと12月から焼却炉本体が故障するというふうなことがありまして、超勤が増えてしまったということでございます。

　修繕費の内訳なんですが、これは緊急にやらさせていただくんですが、クレーンの巻上げモーターの修繕と、それからあとガス冷却室の、たぶん耐火物が落ちてしまって外から炉の中が見えたと。ですから早く発見できて火災に至らなかったということで幸いだったんですが。それからその後、ガスの冷却室の、その先の空気余熱機がやはり漏れていたということで、それも緊急にここでやらさせていただくということで、その３件なんですが、平成２年、焼却炉ができてから20年経ちますので、大分あちこち修繕していかないと運転できないということです。毎年点検はしているんですが、なかなか追いつかないというところでございます。
今後、修繕をしていけば、私はあと５年くらいは何とか本体は持つと思っております。で、今後のクリーンセンターなんですが、また来年度の当初予算でご説明させていただきたいんですが、そちらの方で一般廃棄物の基本計画を来年度、策定するということを予算化をしたいと思っております。
以上です。
○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　引き続きまして、師岡委員の給食センターの出入口のところの交通の渋滞の関係、交通量が多くなることについての信号設置について、のご質問でございますけれども、あそこの交差点のところにつきましては、平成16年ごろだと思いますけれども、住民の方から信号の要望がありまして、当時、青梅警察の方にご相談に行ってございます。その後、昨年、澤本議長の方からも一般質問がございまして、その辺でご答弁させていただいたんですけれども、やはり青梅警察の方としましては、事故があったりしている場所ではあるということで認識はしているということでございますけれども、そこの信号を設置するにあたりまして、都内で約100件ほど要望がきているということで、その要望はどうしても重点のところを先に信号機を設置する上で予算の中で対応しているので、どうして重点の方に、そちらの方に予算を持っていかれてしまうということで、青梅警察署としましてはその場所の信号機、それから今回、氷川トンネルの青梅側の歩道橋設置の件も青梅警察の方に信号機の設置はできないか、ということで要望に行きました。これにつきましても、予約をしておきます、ということで、設置についてはなかなか難しい状況であるということでの回答がございました。
　給食センターができることによりまして、当然、車の台数、トラックの出入りがあるかと思いますけれども、現在、出入口にはミラーを、町道から国道に出るところにはミラーを設置しておりますし、確認していただければ、というふうに思っております。また今後、状況を見ながら青梅警察等にもまた要望をしていきたい、というふうに考えておりますのでよろしくお願いしたいと思います。
○議長（澤本　　章君）　ほかに。９番清水　典子委員。
○９番（清水　典子君）　２点ほどお聞きしたいと思います。
　まず、繰越明許費に載っています地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業と、もう一つの地域活性化・きめ細かな臨時交付金事業、１億4,800万円と7,000万円、これが繰越という形で載っていて、事業費の方では雲仙橋改良工事、調査費とかに7,000万円が入っています。もう一つの方で児童福祉費の方は財源組替という形になって、今回の補正には載っていなくて１億5,500万円そのままになっているんですね。そして、今回、町長提案で児童福祉施設が出てきているんですけれども、その辺の流れというか、雲仙橋の方の7,000万円については、これについては細かい具体的な説明をしていただきたいということと、財源組替になっているものの、それはそのままで、これが充てられるのかどうなのか、そこのところお聞きしたかったんです。
○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。
○福祉保健課長（大野　　尚君）　清水委員の7ページの繰越明許費、地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業費ということで、この内容を、ということでございます。

　この事業につきましては、国の平成21年度補正予算第１号の政府案に伴う交付金でございます。この事業につきましては、仮称でございますけれども、６月の補正のときに児童福祉施設を設置したいということで、６月の補正で承認されたところでございます。急に交付金がついたということで、高額な額ということで、私どもが所管するということになりましたけれども、６月以降、建設場所とかの検討を始めました。その当時、ご説明では氷川地区と古里地区ということで二つを設置したいということで進めていたわけですけれども、氷川地区につきましては氷川小学校を入ったところを計画したわけですけれども、面積的に無理だなということがございました。それで古里地区ということで、各種団体とヒアリングを始めまして、各種団体のアンケート調査等ございまして、そういうことを踏まえまして子育て支援協議会の中でも３回ほど協議をさせていただきまして始めました。
　そういうことで22年度に繰越をして、22年度の中で古里地区に建設をしていくということで、22年度予算でまた提案説明をさせていただく、ということになっておりますのでご理解をいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○議長（澤本　　章君）　企画財政課長。
○企画財政課長（加藤　一美君）　追加で国の予算関係ですので私の方からも補足説明をさせてください。
　７ページをお開きください。
　今、清水委員からご質問をいただきました。この中はすべて国庫支出金の臨時の補正予算に伴う事業でございますけれども、一番上の民生費の児童福祉費、この１億4,800万円については、この21年６月に補正済みでございます。一つ飛ばして、今、雲仙橋のお話がございましたけれども、３点目の土木費、道路橋梁費の7,000万円、これにつきましては今回の新設補正でありますので、歳出の方にはその内容が書かれております。

　今、説明にありました75ページ、この中で下段の方に繰り越し明許費の一番上の、地域活性化・経済危機対策臨時交付金事業費の46万9,000円の財源組替は補助金が確定しましたので、46万9,000円、当初より見込みが多く入ってきましたので、マイナスにしているという意味でございます。よろしいでしょうか。

○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　引き続きまして、土木費の土木橋梁費の雲仙橋の詳細ということでございますけれども、先ほど島崎委員のご質問にもちょっとお答えさせていただきましたように108ページになります。そちらに7,000万円の内訳ということで、委託料200万円、これは雲仙橋の改良の設計を20年度に行っておりますけれども、最終的に実施設計をここで組んで発注したいということでの予算でございます。

それから工事請負費の6,800万円は、３か所の工事を発注したいということで計画しておりますけれども、まず雲仙橋の改良工事につきましては、平成の４、５年あたりに塗装工事をしたり、あるいは床板を一部補修したり、その後も補修していますけれども、そんな状況でおりまして、ここでその橋の床板を全部取り壊しまして、下の鉄板がもう腐食して腐って下に穴があいている状況で、もう上から見えるようになってきたということで、一時、補修したんですけれども、もう全面的に直さなければならない状態になったものですから、ここで全部桁から上を取り壊しまして全部直す、ということの他に高欄が75センチくらいで低いということで、高欄を嵩上げして転落防止、安全にもっていきたいというふうな考え方でございます。それから桁の舗装を全面的に実施する方向で考えております。

なお、雲仙橋については幅員が2.5ｍで狭いということと、今現在、重量制限をしております。２ｔ車以上は通行できないということになっているんですけれども、この改良工事を実施しても、やはりもともと雲仙橋というのは当時の設計が3.5ｔの車が通行できるという設計をしておりますので、設計時に比べてもう時間が経っているということで、そういうことでございますので今現在２ｔの規制をさせていただいているというような状況でございます。

将来的には今現在、坂下中央線の改修工事をやっておりますけれども、それをできれば延長して橋も架け替えたいな、というふうには考えておりますけれども、今のところ、まだ将来的な計画でございますので、現在は雲仙橋、現在の橋を改修したいということで考えております。
それから大丹波秩父線につきましては、場所的には釣場から２ｋｍくらい先になりますけれども、道路の山側にオーバーハングしている岩が２か所ほどございます。そこの間からも落石がたまに来ているということで、地元からの要望もございまして、その部分に落石防止の網をかけて道路に石が落ちてこないような形で押さえたい、ということで考えております。
もう１か所については、橋詰のトンネル上で境橋の所から栃寄の栃寄亭の方に行く道でございますけれども、国道脇からやはり落石があるということで、それも約200ｍをやりたいんですけれども、予算の範囲内でできる限りやっていきたいというふうには考えております。これにつきましても栃寄亭のお客さんも結構来られますので、また、体験の森もございますので、そちらの人たちの安全確保ということでこれも進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。

以上です。
○議長（澤本　　章君）　９番清水　典子委員。
○９番（清水　典子君）　すみません。６月に補正が通過しているのをすっかり忘れていて。でも、予算がついたことはすばらしくいいことだなと思うし、年度を越して新しい事業がこういうふうにできるということは本当にいいことだな、と思います。
　あと、雲仙橋についてですが、今、全部外してということですが、工事中、橋は人が通れなくなるんですか、それをちょっとお聞きしておきたいんです。工事をするときには歩く人が全部、向こうを回ってから行くようになるのか、それとも、通れるような形で工事がされるのか、ちょっと気になります。
○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　雲仙橋については幅員が2.5ｍということなんですけれども、桁から張り出している部分を含めて2.5ｍになっていますので、実際には桁の幅というのは２ｍくらいしかないんですね。そこのところで住民の方を通行させながらというのは場所的な面で非常に困難かな、というふうに考えております。今のところはやはり迂回をしていただくしかないのかな、というふうには考えておりますけれども、また他に方法があれば検討していきたい、というふうに考えております。よろしくお願いいたします。

○議長（澤本　　章君）　９番清水　典子委員。
○９番（清水　典子君）　では、それは工事が始まってからの話でしょうけれども、高欄については、恐らくこれからきちんとした形でやっていかれるんですけれども、先ほどの自殺の話ではないんですけれどもね、橋から飛び降りるだけが自殺かと思ったら、この間はそうじゃなかったんですね。やっぱりその辺も同じ高欄をつくるんだったら、その辺の防止策も考えてやってください。お願いします。この間は下の方へ、ちょっとした足元にある所にぶら下がっていたという形で、普通は上から飛び込んだりとかが多いんですが、やっぱりその辺が高欄を高くしたからといっても、またそういうことが起きるかもしれないので、よろしくお願いします。
○議長（澤本　　章君）　地域整備課長。
○地域整備課長（宮田　昭治君）　今のご質問で高欄につきましては、今現在、鉄製でできておりまして、嵩上げするということになりますと重量がかさむということで、これをアルミ製に変えようということで、いくらか軽くして重量の負担を軽減しようということで今、アルミ製で検討しております。
　それと、高欄の嵩上げにつきましても、それ以外の問題もあると思いますので、その辺も含めて検討していきたいと思いますけれども、今現在、アクリル板というのを張っていまして、間から落ちないような形というのもやっておりますので、そういうものも含めて今後も実施設計の中で検討はしていきたいと思っております。よろしくお願いします。
○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。14番島崎　利雄委員。

○14番（島崎　利雄君）　先ほど質問がありましたが、54ページの地域振興対策事業、身近なまちづくりということで議論がありましたが、私も同感でね、以前、何回も担当には要求してはきました。答弁を聞いていましてね、やっぱり生ぬるいと。260万円もする大金でね、ほとんど営業している姿ではないわけですから、早急に解決するように強く要求しておきます。

　私の質問はここに約550万円、予算が載っておりますが、このお金でどのくらいの、会議なりいろいろな施策があったんだと思うんですが、どのような実績、効果等があったか、教えていただきたいということであります。

　それから次に、福祉保健課の方ですが、74ページですが、細かいことで数字はともかくですが、74ページの一番上の欄です。扶助費の中で減額がほとんど、大きくも小さくも出ています。ここの一つひとつを見ますと、もちろん実際には使われなかったとか、使う予定が少なかったとか、いろいろあると思うんですが、ある意味ではこの文書を見ますと、やはり住民に密着したものが多いというふうに見えるんです。ですから全額使えということではないんですが、私は体制の問題として、奥多摩病院の看護師さんなども訪問介護というんですか、訪問をしたり、それから当然、福祉の方でもそういう体制もあるわけですね。ただ、事務量も増えてきていますから大変な作業をしている、というふうに私は感じるんですが、やはりこれらはもっと、高齢化がどんどん進んでいる中で身近なパイプ役というんですかね、それから地域には民生児童委員の方もおられるわけですから、ひとり暮らし、私の一般質問にも後で出しますが、やはりもっときめ細かな活動をしていただきたい、という要望でもあります。細かいことは結構ですが、ぜひこの点はこれだけのものが個々にはいろいろ出てきますけれどもね。それはともかく、これだけまとまっているので要望と同時に答弁をいただければお願いしたいということです。
　あと、森林再生のことと花粉対策、東京都からきておられるわけですが、大きな数字であります。この点が進行状況なり、それから花粉対策の方は基本的には枝落としですからなかなかでききれないと、それから単価が安いというような声も上がっているのはご承知だというふうに思うんです。そういう意味で東京都の方にいろいろな改善を町は要求しているでしょうけれども、この点がどのような進行状況で以前は何千万円というお金を東京都に返還するような事態もあったというふうに思います、そういうことを含めて。
　それから今、林業が、政権が変わったということもあって林業に対する方針もつくりだしているというのも実態です。間伐をいかに利用するか、ということも指摘をされています。さらにＣＯ2の問題を含めてね、混交林がいいのか、よくわかりませんが。それからあと住民からはシカ対策、サル対策ということで、そういう動物が食べられるような木なりそういうものを植えることも必要なんではないか、というような声も聞いております。ただ猟友会で駆除するということではなくて、そういうことも考えながら私は進めた方がいいんではないか、ということであります。
　それからもう１点ですが、むかし道の問題であります。これは地元の声もありますが、下から行くむかし道と上から合流するところにトイレができつつあります、まだできあがってはいませんが。このトイレがどうこうではないんですが。一般的にはむかし道、そのトイレのちょっと先から中山地域に登る道があるわけですね。それが水根地域に向けて奥水根に下りる、こういうコースだというふうに思うんです。地元の人の声から見て、青目不動があるけれども、むかし道を歩く人は基本的にはあまり寄らないと。要するに、あの家の上が道になっていますから、そこを通ってしまう、というような声もあります。それから問題はトイレがない。結局、個々の家を借りてする。１人ならいいけれども、何人も来て使われると。こういう批判の声もあります。
　ですから、来年度予算の中に青目不動の中に展示的なこともするようなことが載っているようですが、ぜひ外便所というか、どういう形にするかはともかく、そこにもトイレをぜひ、兼用で結構だというふうに思いますので設置したらどうか。
さらにそこから下りて奥水根に出ます。そこにもう皆さんもご承知で、もう十数年前に休憩所的なものができていますね。立派な建物が。これがほとんど使われていないという地元の人の声でもあるんです。鍵がかかっているから入りたくても入れない。こういう状況もあって何回か見たことがあるんですが、玄関の入口のところにはくもの巣が張っているような状況も見られます。ここも休憩所兼トイレもできるように、もっとあそこを活用することも必要ではないかと。やはりあれでは死んでしまっている、という声も上がっています。
ですから、そういう観光立町の町であり、むかし道という一つの大きなイベントも組まれたりしながらお客が歩くところです。現在は看板すら立っていませんね、はっきりしたような看板は。そういうことを含めてぜひ両方を町の施策として取り組んでいただくことを強く要求しておきたいというふうに思います。

以上。
○議長（澤本　　章君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　ご異議なしと認めます。よって、午後３時20分から再開といたします。

午後３時５分　休憩
午後３時20分　再開

○議長（澤本　　章君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　議案第13号、歳出の質疑の14番島崎　利雄委員の答弁から再開します。企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　それでは、島崎委員のご質問に対しましてお答えいたします。
　身近なまちづくり事業の「たまちゃん館」の件でございますけれども、指導の件につきましては了解いたしました。
　それと21年度の実績についてですけれども、６事業行っております。１点目が氷川渓谷カヌー体験事業、２点目が奥多摩郷土食料理本づくり、３点目が奥多摩アートクラフトフェスティバル、４点目が奥多摩湖川野地区活性化事業、５点目が委員会事業としまして先進地の視察ということで、熊本県水俣市に２泊３日研修に行っております。最後の６点目が食をテーマとしたシンポジウムでございます。これは先般、土曜日に行なった食育のシンポジウムでございます。

　事業につきましては以上のとおりです。
○議長（澤本　　章君）　福祉保健課長。
○福祉保健課長（大野　　尚君）　島崎委員から74ページの扶助費ということですけれども、72ページに障害者自立支援事業費ということで、この扶助費につきましては平成18年10月から全面施行された障害者自立支援法に基づいてやっている事業ということで、例えば扶助費の一番上の施設訓練等支援費ということで、この関係につきましては施設に入所されている、ここでは９施設1７名の方に支援をしているわけですけれども、遠くは大島とかそういうところに施設があるんですけれども、そういうところへ入所されている部分について、その下の関係もそうですけれども、支援をしていくということで、中段で就労継続支援Ｂ型と書いてありますけれども、これについては青梅の福祉作業所だとかに通われている方の支援をするということで、この中では自立支援ということで22名の方が受けていらっしゃいます。

その支援を行なっているということで、今後も町の中に対象者の漏れとか、そういうことでお困りの方は民生委員さんもおられますので、今後とも連携をとって落ちのないように、ということで支援をしていきたいと思っておりますのでご理解をいただければと思っております。
以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　観光産業課長。
○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは続きまして、森林再生事業と花粉症対策事業の関係からお答えさせていただきます。
　たしかに単価が安いという声もありまして、町としても都の方に常々要望はいたしております。
　特に森林再生事業につきましては奥多摩町だけが事務局を持って行っていると。他の市町村につきまして東京都森林組合に丸投げというような形で、特に他の市町村については市町村としては困らない、というようなことは語弊があるかもわかりませんけれども、そんな感じで奥多摩町は事務局をもって行っていますので、今後も強く要望していきたいと考えております。
　それと、たしかに委員おっしゃったとおり、最近、林業に非常によい風が吹いております。林野庁も22年度事業では森林再生プランの新たな創設を、これから国会で審議されると思うんですが、公共施設への木材使用を法令化するというような動きも出ております。そのようなことから今後、木材需要が見直される可能性が非常に高いとは思っております。また、ＣＯ2削減等の重要な位置づけになるのかな、と考えておりますので、これから森林につきましては見通しが明るくなってきつつあるのかな、と考えておりますので今しばらく長い目で見ていただければと考えております。
　それと、場所、場所、全部ではないんですが、間伐を行って都で行なっている色彩事業では混交林、広葉樹等への植え替え等も行ないまして、動物と共存できるような環境づくりというようなことも現実に東京都として行なっていますので、それと町では花の里づくり等植栽事業を支援しておりますので、その辺も絡めて今後、人間と動物が共存できるような環境をつくっていければ、シカ、サル等の被害も減るのかな、と考えております。
　ただ、東京都でもシカ保護管理計画を定めて適切な頭数へ、ということは考えておりますので、やはりある程度の駆除は仕方ないのかなと。まして、人家や農作物への被害を及ぼすことについては駆除させていただきたいと考えております。
　それと、トイレ関係でございますが、現在、むかし道には全部で７か所から８か所くらいトイレがあるんですが、特に最後の惣岳のトイレを過ぎてから上流側が、青目立不動尊までトイレがないというようなことで、奥多摩駅から惣岳までを考えてみれば、大体20分くらいで１か所あるというような形になっておりますが、それから先の問題ということで、確かに前々から要望が出ている部分はあります。

　今回、西久保のところに、これはバイオトイレでございまして、１日の使用回数というのはちょっと制限がつくということはあるんですが、ここで設置させていただきました。これによって西久保近辺でトイレ等の要望については、ある程度解消できるのかな、という考えは持っております。
　それと、先ほど青目立不動尊の外トイレというお話がございましたが、やはり青目立不動尊は指定管理者で行なっている施設でございますので、外トイレを設置しますとやはり営業に支障が出るのかな、と考えておりますし、現実に施設の中にトイレもあります。たしかに有料ではございますが100円ということで、これについては文化財等の管理費ということでございますので、ご理解いただいて立ち寄っていただき、そして使用していただければと思っております。

　なお、今後、文化財担当と協議いたしますが、むかし道の進む方向を青目立不動尊休み処の前を通って行けるような形、現在は裏を通っていくような形になっていますので、前を通ってお客さんが歩きやすいような形に指導標を変えていければと考えております。
　それと奥水根の休憩所の活用ということでございますが、水根から奥水根に下りたところに休憩所がありますよ、という看板とトイレがあるというような看板も設置されていると解釈しております。その施設については常時、鍵は開いている状況でございますので、トイレは中にございますが、常に入口のドアには鍵はかかっていないという形になっておりますので、一般的にはご使用いただけると考えております。
　それと、中山の住宅近辺、水根近辺ですか、たしかに一般民家の方のトイレを観光の方にお貸しして何人も寄ってしまった、というようなことはつい最近、観光産業課としてもお聞きしました。ただ、やはりこれは個人的なご意見という部分もございますかわかりませんので、トイレの設置要望等につきましてはやはり地域なりから正式な声として上げていただければ、町としましても年度計画を立てまして設置に向けて検討していきたいと考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。
　以上でございます。
○議長（澤本　　章君）　ほかに質疑はありませんか。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第13号の歳出の質疑並びにすべての質疑を終結します。

　次に、議案第14号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第14号の質疑を終結します。

　次に、議案第15号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第15号の質疑を終結します。

　次に、議案第16号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第16号の質疑を終結します。

　次に、議案第17号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第17号の質疑を終結します。

　次に、議案第18号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第18号の質疑を終結します。

　次に、議案第19号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第19号の質疑を終結します。

　次に、議案第20号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第20号の質疑を終結します。

　次に、議案第21号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第21号の質疑を終結します。

　次に、議案第22号の質疑を行います。

　質疑があればお願いします。
(「なし」と呼ぶ者あり)

○議長（澤本　　章君）　質疑なしと認めます。
　以上で議案第22号の質疑を終結します。

　以上で本審査会に付託されたすべての議案の質疑は終結しました。
　よって、これより採決します。
　日程第３　議案第13号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第13号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第４　議案第14号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第14号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第５　議案第15号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第15号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第６　議案第16号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第16号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第７　議案第17号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第17号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第８　議案第18号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第18号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第９　議案第19号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第19号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第10　議案第20号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第20号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第11　議案第21号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第21号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、日程第12　議案第22号について原案に賛成の委員は起立願います。

［賛成者起立］
○議長（澤本　　章君）　起立多数であります。よって、議案第22号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。
　これをもって連合審査会を閉会とします。
　長時間、ご苦労さまでした。
午後３時35分　閉会
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